


日
本
国
際
賞
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○
授
賞
分
野 

　
治
療
技
術
の
開
発
と
展
開
　 

○
授
賞
理
由 

　
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
の
動
脈
硬
化
を
背

景
と
す
る
血
管
障
害
性
疾
患
は
、
先
進
諸
国
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
国
々
で
最
も
頻
度
の
高

い
疾
患
で
あ
り
、
動
脈
硬
化
を
促
進
す
る
重
要

な
要
因
の
ひ
と
つ
が
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

で
あ
る
。 

　
遠
藤
章
博
士
は
、
一
九
七
六
年
、
六
千
種
の

カ
ビ
菌
類
の
産
生
す
る
物
質
を
調
べ
て
、
青
カ

ビ
の
一
種
か
ら
得
ら
れ
た
物
質
が
血
中
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
博

士
は
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
組
成
が
よ
り
ヒ

ト
に
近
い
イ
ヌ
で
は
、
こ
の
物
質
が
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る
こ
と
を
証
明
し
、
こ
の
こ

と
が
ヒ
ト
で
も
有
効
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

う
え
で
大
き
な
突
破
口
と
な
っ
た
。 

　
さ
ら
に
博
士
は
、
共
同
研
究
に
よ
り
家
族

性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
の
患
者
で
血
中

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
効
果
的
に
低
下
さ
せ
る

こ
と
を
証
明
し
た
。  

　
そ
の
後
、
こ
の
物
質
の
系
統
の
薬
剤
（
ス
タ

チ
ン
と
し
て
総
称
さ
れ
る
）
が
多
く
の
製
薬
会

社
に
よ
り
製
造
さ
れ
、
心
筋
梗
塞
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
血
管
障
害
性
疾
患
の
一
次
予
防
、

科
学
技
術
の
進
歩
に
寄
与
さ
れ
、
世
界
的
栄
誉
に
輝
く

　
科
学
技
術
の
進
歩
に
寄
与
し
た
研
究
者
に
贈
ら
れ
る
、
日
本
国

際
賞
の
二
○
○
六
年
（
第
二
十
二
回
）
の
受
賞
者
に
、
血
中
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る
物
質
を
発
見
し
、
薬
剤
の
開
発
に
貢
献

し
た
バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム
研
究
所
代
表
取
締
役
所
長
の
遠
藤
章
氏

（
農
学
博
士
・
東
京
農
工
大
学
名
誉
教
授
・
七
十
二
歳
）
が
決
ま

り
、
四
月
二
十
日
、
東
京
の
国
立
劇
場
で
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
遠
藤
博
士
は
本
市
東
由
利
法
内
出
身
で
、
本
荘
高
校
下
郷
分
校

か
ら
秋
田
市
立
高
校
（
現
・
秋
田
中
央
高
校
）
に
編
入
後
、
東
北

大
学
農
学
部
へ
進
学
。
製
薬
会
社
「
三
共
」
研
究
員
、
東
京
農
工

大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
昭
和
四
十
八 

年
に
青
カ
ビ
か
ら
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ 

ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る
物
質
を
発
見
し
、 

人
体
で
効
果
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た 

こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
世
界
各
国
で 

研
究
が
進
み
、
「
ス
タ
チ
ン
」
と
総
称 

さ
れ
る
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
治
療
薬
の
誕
生
に
つ
な
が
り
、

心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
予
防
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
授
賞
式
前
日
に
は
都
内
の
ホ
テ
ル
で
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
遠

藤
博
士
が
長
年
に
わ
た
る
主
な
研
究
の
成
果
な
ど
を
発
表
さ
れ
ま

し
た
。 

 

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
治
療
薬  

ス
タ
チ
ン
の
発
見
、
開
発
に
貢
献 

遠 
藤  

章
博
士　
　

  

に

日
本
国
際
賞

（
本
市
東
由
利
出
身
） 

こ
う
そ
く 

授
賞
式
に
臨
ま
れ
る
遠
藤
博
士 

ご
夫
妻 
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二
次
予
防
に
著
し
い
効
果
が
あ
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
る
と
と
も
に
、
世
界
中
で
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
の
患
者
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

      

　
な
お
、
遠
藤
博
士
の
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
一

九
八
五
年
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受

賞
し
た
米
国
の
二
人
の
博
士
に
よ
る
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
代
謝
に
関
す
る
研
究
に
も
極
め
て
大
き

な
貢
献
を
な
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

　
以
上
の
よ
う
に
、
ス
タ
チ
ン
に
よ
る
高
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
の
治
療
効
果
が
動
脈
硬
化
を

背
景
と
す
る
血
管
障
害
性
疾
患
を
世
界
中
で
激

減
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
一
連
の
研
究
に

お
い
て
、
遠
藤
章
博
士
が
決
定
的
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
医
療
へ
の
貢
献
は
絶
大
な
も
の

が
あ
る
。 

 

﹇
国
際
科
学
技
術
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
抜
粋
﹈ 

「科学技術において、独創的・飛躍的
な成果を挙げ、科学技術の進歩に大き
く寄与し、人類の平和と繁栄に著しく
貢献した」人に対して、国際科学技術財
団が授与する賞。授賞対象分野は幅広
い科学技術分野にわたり、いずれの受
賞者も世界的に有名な科学技術者であ
る。授賞対象分野は１年に２つの分野
で、受賞者には賞状、賞牌、賞金 

５０００万円が贈られる。また、受賞者は
生存者のみに限られる。同賞は「日本
にもノーベル賞に匹敵するような賞が
必要だ」として、１９８１年に構想が立てら
れた。１９８３年に政府内で閣議決定され
た後、１９８５年に第１回の授賞式が国立
劇場で行われた。授賞式には天皇皇后
両陛下・内閣総理大臣・衆参両院議長
・最高裁判所長官らが出席される。 

日本国際賞とは 

遠藤章博士の主な経歴 
〈学歴〉 

1957（昭和32）年　東北大学農学部卒業 

1966（昭和41）年　東北大学農学博士〈生化学〉 

〈職歴〉 

1957（昭和32）年　三共株式会社田無工場研究員 

1962（昭和37）年　三共株式会杜中央研究所研究員 

1966（昭和41）年　アルバート・アインシュタイン

　　　　　　　　　医科大学へ留学（～1968年） 

1968（昭和43）年　三共株式会杜中央研究所研究員 

1969（昭和44）年　三共株式会杜発酵研究所副主任

　　　　　　　　　研究員  

1979（昭和54）年　東京農工大学農学部農芸化学科

　　　　　　　　　助教授 

1986（昭和61）年　同上 教授 

1997（平成９）年　 同上 退官 （同大名誉教授）

1997（平成９）年　 株式会社バイオファーム研究所

　　　　　　　　　代表取締役所長 

〈主な受賞歴〉 

1966（昭和41）年　日本農芸化学賞

　　　　　　　　　　　　　（日本農芸化学会） 

1987（昭和62）年　ハインリッヒ・ヴィーラント賞

　　　　　　　　　　　　　（西ドイツ） 

1988（昭和63）年　東レ科学技術賞

　　　　　　　　　　　　　（東レ科学振興会） 

2000（平成12）年　ウォーレン・アルパート賞   　

　　　　　　　　　　（ハーバード大学医学部） 

　
遠
藤
博
士
の「

講
演
会

」に 

お
い
で
く
だ
さ
い

　
　
遠
藤
章
博
士
を
市
に
お
招
き
し
、
日
本
国
際
賞
受
賞
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
　
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。 

　
　
○
と
　
き
　
５
月
　
日
（
土
）
　
午
後
２
時
〜
午
後
３
時
　
分 

　
　
○
と
こ
ろ
　
ホ
テ
ル
ア
イ
リ
ス
　
２
階
　
菖
蒲
の
間 

　
　
○
演
　
題
　
「
自
然
か
ら
の
贈
り
も
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低
下
薬
「
ス
タ
チ
ン
」
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
〜
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
問
い
合
わ
せ
　
市
企
画
調
整
課（
　
　
―
６
２
２
６
）へ
。 

叙勲 
第６回危険業務 
従事者叙勲 

　眞坂さんは、昭和３５年５月に旧矢島
町消防団員、昭和４５年２月には矢島地
区消防組合発足と同時に消防士となら
れ、平成１０年に同消防本部消防司令補
として退職されるまで、３８年にわたり、
地域の消防・防災活動に尽力されました。 
　　　写真：「思いがけないことで、ありがたく存じます。
　　　無火災のまちを願っています」  と話す眞坂さん。 

消防功労 

  眞坂青夫さん   
   （６８歳・矢島町城内） 

　このほど、国土交通省東北地方整備局
により「子吉川水系河川整備計画」が策
定されました。この計画は子吉川水系に
おける国の管理区間36.15㌔につき、今後
おおむね30年間の具体的な整備内容をま
とめたものです。  

　子吉川の整備計画は「安全・安心の川 
づくり」「豊かな自然を次世代に引き継 
ぐ川づくり」「癒しの川づくり」「地域 
の活性化に寄与する川づくり」を基本理 
念とし、河道拡幅、堤防や水辺プラザ、 
鳥海ダム建設のほか、多自然型川づくり 
や不法投棄対策、河川環境の保全やモニ 
タリングなどが実施されます。 
　最も喜ばしいのは、平成16年10月に定められ
た100年スパンの長期整備理念 「子吉川水系河
川整備基本方針」に基づくこの計画に、総貯水
量約4400万立方㍍として調査中の鳥海ダム建設
が明記されたことです。これこそが建設に向け
た格上げへの前提条件であり、今後は環境アセ
スメント（環境影響評価）や法定計画の策定に
移るなど、念願である早期建設へ大きな前進と
なりました。鳥海ダム調査事務所の菅原信雄所
長は「これを機会に、生活再建相談所の開設な
ど、具体的な調査、調整を進めます」と話され
ています。子吉川流域の安全で安心な生活を守
る「鳥海ダム」の早期実現をめざして、引き続
き市を挙げて取り組んでまいります。 

「
鳥
海
ダ
ム
」
建
設
が
盛
り
込
ま
れ
る 

２０ 
２４ 

１３ 

子吉川水系の河川整備計画策定 

受賞記念講演会で主な 
研究成果を発表する 
遠藤博士 

＊――朗報！

４
月
　
日
、
鳥
海
町
百
宅
の
防
雪 

セ
ン
タ
ー
に
「
鳥
海
ダ
ム
生
活
再 

建
相
談
所
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た 
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はい 

瑞宝単光章 



　
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
県
や
市
町

　
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
県
や
市
町

村
が
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
、
県

村
が
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
、
県

や
市
町
村
、
消
防
、
警
察
、
国
の
機
関
、
Ｎ

や
市
町
村
、
消
防
、
警
察
、
国
の
機
関
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
、
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
東
北
電
力
な
ど
の

Ｔ
Ｔ
、
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
東
北
電
力
な
ど
の

公
共
的
機
関
（
指
定
公
共
機
関
）
、
県
内
の

公
共
的
機
関
（
指
定
公
共
機
関
）
、
県
内
の

放
送
会
社
や
運
輸
会
社
、
医
師
会
な
ど
の
機

放
送
会
社
や
運
輸
会
社
、
医
師
会
な
ど
の
機

関
（
指
定
地
方
公
共
機
関
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の

関
（
指
定
地
方
公
共
機
関
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
明
確
に
し
、
情
報
の
伝
達
、
避
難
誘

役
割
を
明
確
に
し
、
情
報
の
伝
達
、
避
難
誘

導
、
生
活
関
連
物
資
の
供
給
、
消
火
、
救
助

導
、
生
活
関
連
物
資
の
供
給
、
消
火
、
救
助

・
医
療
な
ど
総
合
的
な
災
害
対
策
を
行
う
た

・
医
療
な
ど
総
合
的
な
災
害
対
策
を
行
う
た

め
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す

め
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。 

地
域
防
災
計
画
と
は

地
域
防
災
計
画
と
は 

 　
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
県
や
市
町

村
が
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
、
県

や
市
町
村
、
消
防
、
警
察
、
国
の
機
関
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
、
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
東
北
電
力
な
ど
の

公
共
的
機
関
（
指
定
公
共
機
関
）
、
県
内
の

放
送
会
社
や
運
輸
会
社
、
医
師
会
な
ど
の
機

関
（
指
定
地
方
公
共
機
関
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
明
確
に
し
、
情
報
の
伝
達
、
避
難
誘

導
、
生
活
関
連
物
資
の
供
給
、
消
火
、
救
助

・
医
療
な
ど
総
合
的
な
災
害
対
策
を
行
う
た

め
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。 

地
域
防
災
計
画
と
は 
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万
一
に
備
え
、
油
断
な
く
―
―
― 

市
の
市
の
地
域
防
災
計
画

地
域
防
災
計
画

市
の
地
域
防
災
計
画

ま
と
ま
り
ま
し
た

ま
と
ま
り
ま
し
た 

ま
と
ま
り
ま
し
た 

地
震
、
台
風
、
高
潮
、
集
中
豪
雨
、
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
崩
れ
、
大

地
震
、
台
風
、
高
潮
、
集
中
豪
雨
、
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
崩
れ
、
大
雪
や
融
雪
…
…

雪
や
融
雪
…
… 

災
害
は
、
何
の
予
告
も
な
く
、
突
然
に
や
っ
て
き
ま
す

災
害
は
、
何
の
予
告
も
な
く
、
突
然
に
や
っ
て
き
ま
す
。 

誰
も
自
然
の
猛
威
に
逆
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

誰
も
自
然
の
猛
威
に
逆
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

で
も
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
発
生
を
想
定
し
、
心
の
準
備
を
し
て
お
く

で
も
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
発
生
を
想
定
し
、
心
の
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
で

こ
と
で
、 

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
た
り
、
身
の
安
全
を
確
保
し
た
り
す
る

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
た
り
、
身
の
安
全
を
確
保
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

こ
と
は
で
き
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
が
ふ
だ
ん
か
ら
心
が
け
る
べ
き
こ
と
―

そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
が
ふ
だ
ん
か
ら
心
が
け
る
べ
き
こ
と
―
。 

家
庭
・
地
域
・
市
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
う
防
災
活
動
の
指
針
が
ま
と
ま

家
庭
・
地
域
・
市
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
う
防
災
活
動
の
指
針
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

り
ま
し
た
。 

そ
れ
が
「
由
利
本
荘
市
地
域
防
災
計
画
」
で
す

そ
れ
が
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荘
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地
域
防
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す
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策
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た
地
域
防
災
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概
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が
ら

新
し
く
策
定
さ
れ
た
地
域
防
災
計
画
の
概
要
を
見
な
が
ら
、 

家
庭
や
地
域
で
の
心
構
え
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う

家
庭
や
地
域
で
の
心
構
え
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。 

は
ん
ら
ん

は
ん
ら
ん 

地
震
、
台
風
、
高
潮
、
集
中
豪
雨
、
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
崩
れ
、
大
雪
や
融
雪
…
… 

災
害
は
、
何
の
予
告
も
な
く
、
突
然
に
や
っ
て
き
ま
す
。 

誰
も
自
然
の
猛
威
に
逆
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

で
も
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
発
生
を
想
定
し
、
心
の
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
で
、 

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
た
り
、
身
の
安
全
を
確
保
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
が
ふ
だ
ん
か
ら
心
が
け
る
べ
き
こ
と
―
。 

家
庭
・
地
域
・
市
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
う
防
災
活
動
の
指
針
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

そ
れ
が
「
由
利
本
荘
市
地
域
防
災
計
画
」
で
す
。 

新
し
く
策
定
さ
れ
た
地
域
防
災
計
画
の
概
要
を
見
な
が
ら
、 

家
庭
や
地
域
で
の
心
構
え
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。 

は
ん
ら
ん 



　
広
報
四
月
十
五
日
号
で
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、

市
の
防
災
行
政
の
基
本
と
な
る
「
地
域
防
災
計

画
」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
計
画
は
、
市
内
で
一
般
災
害
や
地
震
災

害
が
発
生
し
た
際
、
市
民
の
生
命
、
財
産
を
災

害
か
ら
全
力
を
挙
げ
て
守
る
た
め
、
予
防
活

動
・
応
急
対
策
・
復
旧
活
動
な
ど
の
一
連
の
具

体
的
な
対
応
を
示
し
た
も
の
で
す
。 

　
市
で
は
、
合
併
に
よ
る
新
た
な
地
域
防
災
計

画
の
策
定
に
あ
た
り
、
①
由
利
本
荘
市
は
一
、

二
○
九
平
方
キ
ロ
と
い
う
、
県
内
市
町
村
で
は

最
大
の
面
積
を
有
す
る
こ
と
、
②
海
岸
部
か
ら

山
間
部
ま
で
広
が
り
、
多
様
な
地
形
の
中
に
あ

る
と
と
も
に
、
気
候
条
件
に
も
差
が
あ
り
、
特

に
積
雪
量
の
差
が
大
き
い
こ
と
、
③
震
災
・
津

波
・
風
水
害
・
雪
害
・
火
山
災
害
な
ど
、
多
様

な
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
、
が

考
察
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
そ
こ
で
、
市
が
課
題
と
考
え
た
の
は
、
①
面

積
が
広
い
こ
と
か
ら
、
き
め
細
か
な
対
応
を
図

る
た
め
に
総
合
支
所
を
拠
点
と
し
た
災
害
対
策

支
部
な
ど
の
設
置
、
②
避
難
指
示
や
救
援
活
動

を
迅
速
に
行
う
た
め
、
新
た
な
情
報
伝
達
・
収

集
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
確
立
、
③
避
難
所
の
指

定
基
準
の
整
備
、
④
避
難
所
と
も
な
る
公
共
施

設
の
耐
震
整
備
、
⑤
町
内
会
な
ど
を
基
本
と
し

た
自
主
防
災
組
織
の
充
実
、
と
い
う
点
で
す
。 

　
こ
れ
ら
の
検
討
を
進
め
な
が
ら
、
広
域
化
へ

の
対
応
と
合
わ
せ
、
地
域
特
性
な
ど
を
反
映
さ

せ
た
計
画
と
す
る
た
め
、
旧
市
町
の
地
域
防
災

計
画
を
参
考
に
、
県
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
素

案
に
適
宜
修
正
を
加
え
、
実
効
性
の
確
保
を
め

ざ
し
て
作
成
に
努
め
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
三
月
二
十
七
日
に
国
・
県
の
関
係
機

関
、
電
力
・
通
信
・
運
輸
関
係
企
業
の
皆
さ
ん

を
委
員
と
す
る
防
災
会
議
を
開
催
し
、
計
画
が

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
地
域
防
災
計
画
は
、
①
一
般
災
害
対
策
編
、

②
震
災
対
策
編
、
③
資
料
編
に
別
れ
、
基
本
的

な
考
え
方
を
示
し
た
「
総
則
」
の
ほ
か
、
「
災

害
予
防
計
画
」
と
「
災
害
応
急
対
策
計
画
」
、

「
災
害
復
旧
対
策
計
画
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
「
総
則
」
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
「
防
災
ビ

ジ
ョ
ン
」
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
「
市
民
の

生
命
財
産
の
等
し
い
安
全
確
保
」
を
目
的
と
し

て
①
災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
、
②
防
災

施
設
・
設
備
な
ど
の
整
備
・
強
化
、
③
防
災
基

礎
体
力
の
向
上
、
④
実
践
的
な
防
災
体
制
の
確

立
が
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。 

　
「
災
害
予
防
計
画
」
で
は
「
災
害
に
備
え
る

人
づ
く
り
」
と
し
て
防
災
知
識
や
防
災
訓
練
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
に
関
す
る
こ
と
、
「
災

害
に
備
え
る
基
礎
づ
く
り
」
と
し
て
災
害
時
の

防
災
活
動
施
設
の
整
備
、
土
砂
災
害
・
水
害
に

か
か
る
監
視
体
制
を
含
め
た
予
防
対
策
の
整
備

と
と
も
に
、
避
難
収
容
や
医
療
救
護
な
ど
の
体

制
づ
く
り
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
「
災
害
応
急
対
策
計
画
」
の
中
で
は
、
災
害

の
発
生
に
伴
い
即
時
に
対
応
す
べ
き
事
項
と
し

て
、
初
動
体
制
の
確
立
と
応
急
対
策
、
被
災
者

救
援
活
動
、
支
援
要
請
な
ど
に
関
す
る
こ
と
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
災
害
復
旧
対
策
計
画
」
は
、
公
共
土
木
施

設
や
公
益
施
設
の
復
旧
事
業
や
被
災
者
の
生
活

の
安
定
と
早
期
回
復
を
図
る
た
め
の
各
種
助
成

や
援
助
に
よ
る
支
援
策
、
公
的
融
資
な
ど
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
地
域
防
災
計
画
は
、
市
民
に
直
接
に
か
か
わ

る
こ
と
で
あ
り
、
予
防
対
策
に
し
て
も
応
急
対

策
に
し
て
も
、
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
地
域

を
あ
げ
一
致
し
て
協
力
い
た
だ
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
身
近
な
避
難
先
や
連

携
・
協
力
の
た
め
の
体
系
図
な
ど
を
掲
載
し
た

「
防
災
ガ
イ
ド
」
な
ど
を
作
成
し
配
付
す
る
こ

と
に
し
て
お
り
、
家
庭
や
地
域
で
の
日
ご
ろ
の

備
え
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
を
考
え
て

い
ま
す
。 

　
ふ
だ
ん
か
ら
防
災
へ
の
心
構
え
を
お
持
ち
い

た
だ
く
と
も
に
、
警
戒
情
報
の
収
集
な
ど
に
つ

い
て
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

5 広報ゆりほんじょう 

き
め
細
か
な
対
応
な
ど
を
め
ざ
し
検
討

き
め
細
か
な
対
応
な
ど
を
め
ざ
し
検
討 

き
め
細
か
な
対
応
な
ど
を
め
ざ
し
検
討 

予
防
、
応
急
、
復
旧
の
各
計
画
で
構
成 

毛布 

タオルケット 

下着（男） 

下着（女） 

紙おむつ 

給水袋など 

防水シート 

石油ストーブ 

テント  

宿泊テント 

米（α米） 

乾パン 

発電機 

投光器 

トイレットペーパー 

土嚢袋 

1,592枚 

223枚 

224枚 

229枚 

264枚 

570枚 

219枚 

76台 

56張 

40張 

1,840食 

1,370食 

12台 

13台 

1,000個 

12,950枚 

 
　このほか、生活必需品、給水・給食 
などの調達先については、地域ごと 
に定められています。 

生活必需品などの主な 
備蓄状況（市全体） 

のう 

狭
い
路
地
で
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る 

初
期
消
火
活
動
（
平
成
十
六
年
の
防
災 

訓
練
で
） 



６ 広報ゆりほんじょう 

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
家
族
が

離
れ
ば
な
れ
の
と
き
に
災
害
が
起
こ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
困
ら
な
い
よ
う
、

ふ
だ
ん
か
ら
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
そ
う
し
た
話
し
合
い
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り

の
防
災
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
か
ら
、
わ
が
家
の

防
災
対
策
を
始
め
ま
し
ょ
う
。 

  

　
災
害
時
の
十
分
な
注
意
と
早
め
の
避
難
態
勢
を
と

る
た
め
に
、
家
庭
や
地
域
の
中
で
、
ど
こ
が
安
全
で
、

危
険
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
。
自
分
の
住
む
所
で
、
以
前
、
ど
ん
な

災
害
が
起
こ
っ
た
か
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。
身
近
な
人
た
ち
の
体
験
な
ど
に
耳
を
傾
け
、
過

去
の
災
害
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

学
校
や
公
民
館
な
ど
の
避
難
場
所
と
安
全
な
避
難
ル

ー
ト
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

   

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
や
病
人
、
子
ど
も
が
い
る

場
合
は
、
だ
れ
が
保
護
を
す
る
の
か
な
ど
も
話
し
合

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
日
本
海
中
部
地
震
（
昭
和
五
十
八
年

　
日
本
海
中
部
地
震
（
昭
和
五
十
八
年
）、
北
海
道
南
西
沖
地
震

、
北
海
道
南
西
沖
地
震（
平
成
五

平
成
五 

　
日
本
海
中
部
地
震
（
昭
和
五
十
八
年
）、
北
海
道
南
西
沖
地
震（
平
成
五

年
）な
ど
に
よ
っ
て
、
東
北
地
方
・
北
海
道
は
北
米
プ
レ
ー
ト
の
上
に
あ
り
、

秋
田
沖
な
ど
で
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
と
衝
突
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
日
本
は
プ
レ
ー
ト
の
交
差
点
の
よ
う
な
場
所
に
あ
り
、
大
地
震

や
津
波
が
起
き
や
す
い
世
界
有
数
の
地
震
大
国
で
す
。 

　
そ
し
て
、
過
去
の
地
震
を
調
査
し
、
こ
の
境
界
線
上
で
、
ま
だ
地
震
の

起
き
て
い
な
い
場
所
（
空
白
域
）
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
地
震
調

査
委
員
会
に
よ
れ
ば
、

ち
ょ
う
ど
秋
田
県
沖

（
男
鹿
〜
に
か
ほ
市
沖
）

に
は
、
地
震
の
空
白
域

が
あ
る
た
め
、
将
来
、

再
び
本
県
で
大
き
な
地

震
が
起
こ
る
可
能
性
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
空
白
域
で
の
地
震

は
、
か
な
り
大
規
模
な

も
の
と
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
日
ご
ろ
か
ら

地
震
発
生
に
対
す
る
備

え
が
重
要
で
す
。 

昭
和
五
十
八
年
に
発
生
し
た
日
本
海
中
部
地
震
か
ら
二
十
三
年
目
で
す
。 

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
防
災
対
策
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

秋
田
県
沖
（
本
市
沖
合
）
に
地
震
空
白
域 

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
消
火

活
動
や
炊
き
出
し
な
ど
、
地
域
の
連
帯
に
よ
る
助
け

合
い
が
「
頼
み
の
綱
」
と
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で

協
力
し
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

  

　
い
ざ
と
い
う
と
き
、
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
日
ご
ろ
の
つ
き
合
い
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
身
体
が
不
自
由
な
人
や
高
齢
に
よ
り
、
素
早
く
非

難
す
る
こ
と
が
難
し
い
人
た
ち
の
身
の
安
全
を
守
る

た
め
に
、
地
域
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
を
つ
く
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
近
隣
の
社
会
福
祉
施
設

に
対
す
る
災
害
時
の
協
力
体
制
な
ど
を
、
日
ご
ろ
か

ら
地
域
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。 

　
地
域
の
中
の
危
険
物
、
危
険
箇
所
な
ど
を
調
べ
、

対
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。 

　
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
で
保
有
す
る
食
料
や
飲
料

水
の
購
入
・
管
理
、
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
、

救
出
・
救
護
、
避
難
誘
導
な
ど
の
防
災
資
機
材
の
整

備
・
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。
　 

　
応
急
手
当
て
の
仕
方
、
救
護
訓
練
、
初
期
消
火
な

ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
つ
訓
練
を
行
い
、
防

災
活
動
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。 



７ 広報ゆりほんじょう 

　
地
震
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
が
発
生
す
る
要
因
や
注
意

す
べ
き
前
兆
を
ご
存
じ
で
す
か
。 

　
　
　
　
地
震
は
、
日
本
の
ど
こ
で
も

　
　
　
　
起
こ
り
え
ま
す
。
不
意
に
発

生
す
る
地
震
に
対
し
て
備
え
る
こ
と
こ

そ
が
最
大
の
防
御
で
す
。 

　
　
　
　
海
底
で
起
き
た
地
震
に
よ
っ

　
　
　
　
て
海
面
に
発
生
す
る
凹
凸
の

波
が
四
方
へ
と
広
が
り
、
海
岸
線
に
到

達
し
て
被
害
を
及
ぼ
す
高
波
で
す
。
沿

岸
で
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
と
に
か
く
高

台
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。 

　
　
　
　
　
大
雨
や
長
雨
が
き
っ
か
け
で

　
　
　
　
　
大
量
の
土
や
石
、
砂
な
ど

が
雨
水
と
混
じ
り
合
っ
て
流
れ
落
ち
る

も
の
を
言
い
ま
す
。
流
れ
の
先
端
に
岩

の
あ
る
こ
と
が
多
く
、
大
き
な
破
壊
力

を
有
し
ま
す
。
急
な
谷
川
の
近
く
や
出

口
の
扇
状
地
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
山
鳴
り
や
立

ち
木
の
裂
け
る
音
が
す
る
。
▽
雨
が
降

り
続
い
て
い
る
の
に
、
川
の
水
位
が
下

が
っ
た
。（
上
流
で
岩
な
ど
が
流
れ
を
せ

き
止
め
て
い
る
た
め
） 

　
　
　
　
　
粘
土
層
な
ど
、
地
中
の
滑

　
　
　
　
　
り
や
す
い
層
を
境
に
、
そ

の
上
の
地
層
が
そ
っ
く
り
移
動
す
る
現

象
で
す
。
ふ
だ
ん
で
も
一
日
に
○
・
○

一
㍉
程
度
動
い
て
い
る
も
の
で
す
が
、

大
雨
な
ど
で
突
然
動
き
が
早
く
な
り
ま

す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
地
面
に
ひ
び

割
れ
が
起
き
た
り
、
一
部
が
陥
没
あ
る

い
は
隆
起
し
た
り
、
山
の
木
々
が
傾
い

た
り
す
る
。 

　
　
　
　
　
地
中
に
し
み
こ
ん
だ
水
が
、

　
　
　
　
　
地
盤
の
抵
抗
力
を
弱
め
る

た
め
に
起
こ
り
ま
す
。
特
に
急
傾
斜
地

（
斜
度
三
○
度
以
上
）
の
が
け
は
、
す
べ

て
危
険
で
す
。
が
け
崩
れ
は
突
発
的
に

起
こ
り
、
一
瞬
で
広
範
囲
に
被
害
が
及

ぶ
災
害
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
が
け
に
亀
裂

が
あ
る
。
▽
が
け
か
ら
小
石
が
落
ち
て
き

て
い
る
。
▽
が
け
か
ら
水
が
湧
い
て
い
る
。 

　
土
砂
災
害
は
、
場
所
に
よ
っ
て
差
が

あ
り
ま
す
が
、
降
雨
量
が
一
時
間
に
二

○
㍉
以
上
に
な
る
と
要
注
意
、
五
○
㍉

を
超
え
た
ら
危
険
で
す
。 

　
　
　
　
多
く
の
場
合
、
火
の
取
り
扱

　
　
　
　
い
の
不
注
意
に
よ
っ
て
火
災

に
な
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
万
一
出
火
し
た

ら
大
声
で
火
事
ぶ
れ
を
。
落
ち
着
い
て

確
実
な
初
期
消
火
に
努
め
、
火
の
勢
い

が
弱
い
う
ち
に
し
っ
か
り
消
し
止
め
ま

し
ょ
う
。 

　
地
震
な
ど
の
際
は
、
あ
わ
て
ず
に
行
動

し
ま
し
ょ
う
。 

①
ま
ず
、
身
の
安
全
を
確
保 

　
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
、
テ
ー
ブ
ル
や
机

な
ど
、
丈
夫
な
家
具
の
下
に
隠
れ
、
身
を

守
り
ま
し
ょ
う
。
頭
部
の
保
護
が
大
切
に
。 

②
す
ば
や
く
火
の
始
末
を 

　
火
災
は
被
害
を
大
き
く
し
ま
す
。
使
用

中
の
ガ
ス
や
電
気
器
具
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
火
気
を
消
し
ま
し
ょ
う
。 

③
出
火
し
た
ら
初
期
消
火
を 

　
万
一
出
火
し
た
ら
、
消
火
器
な
ど
で
初

期
消
火
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
同
時
に
近
隣

へ
火
事
ぶ
れ
を
し
、
「
一
一
九
番
通
報
」

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

④
外
に
飛
び
出
さ
な
い 

　
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
す
と
、
落
下
し

て
き
た
ガ
ラ
ス
や
瓦
な
ど
の
破
片
で
ケ
ガ

を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
落
ち
着
い
て

周
囲
の
状
況
を
見
て
、
避
難
し
ま
し
ょ
う
。 

⑤
災
害
弱
者
の
避
難
を
優
先 

　
お
年
寄
り
、
子
ど
も
、
病
気
の
人
な
ど

を
優
先
し
て
避
難
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
火
事

の
際
は
火
よ
り
も
煙
の
回
り
が
早
く
、
巻

き
込
ま
れ
て
逃
げ
遅
れ
る
ケ
ー
ス
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
姿
勢
を
低
く
し
て
逃
げ
ま

し
ょ
う
。
逃
げ
遅
れ
た
人
が
家
の
中
に
い

る
場
合
は
、
絶
対
に
戻
ら
ず
、
消
防
署

（
団
）
員
に
救
助
を
託
し
ま
し
ょ
う
。 

⑥
塀
や
川
な
ど
に
は
近
づ
か
な
い 

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
自
動
販
売
機
な
ど
は
倒

壊
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
が
け
地
や
川

も
危
険
で
す
か
ら
、
近
寄
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

地 

震 

火 

災 

津 

波 

土
石
流 

地
す
べ
り 

が
け
崩
れ 

▲土砂災害に十分な警戒を―― 

い
ざ
と
い
う
時
も
あ
わ
て
ず
に

準備しておきたい非常持ち出し品 

ばんそうこう、消毒薬、 
胃腸薬、風邪薬や包帯 
などの医薬品 

● 赤ちゃんやお年寄りがいる 
場合などはミルク、哺乳びん、 
紙おむつ、看護用品、常備薬 
などの必需品 

● 懐中電灯、ライター、ラジオ、 
電池、ビニールシート、ナイ 
フなど。 
下着や着替え、防寒具、雨 
具、タオル、軍手など。 

● 

● 

２～３日分の飲料水（一人１日 
３　が目安）、乾パンや缶詰、 
米、レトルト食品、わりばし、 
紙皿、卓上コンロ、固形燃料 
など。 

● 

災害は、いつ、どこで起きるかわかりません。 
ふだんから注意し、万一の時に備えましょう。 
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　「秋田わか杉国体」を成功させるため、市民の皆さんに参加と協力をお願いします。この
国体を参加選手だけでなく、ボランティア活動などを通してみんなで盛り上げましょう。�
　各競技の準備やＰＲイベント、競技会の運営など、さまざまな場面で活躍できるように、
各種講習等を計画しております。�
　ボランティアとして国体に参加し、50年に一度の思い出をつくってみませんか。�
　市民みんなが手をつなぎ、すばらしい国体にしましょう。�
☆応募用紙は、ホームページや各総合支所、教育事務所、公民館などにあります。�
　問い合わせ先…国体事務局（　24－4555・FAX 24－4565）�
　　ホームページ＝URL http：// www.city.yurihonjo.akita.jp�
　　Ｅメール＝kokutai@city.yurihonjo.akita.jp

活動内容�

・会場などの案内�
・会場内の清掃美化�
・花づくりおよび管理�
・記録写真撮影など�

◆問い合わせ�
国 体 事 務 局�
（　24－4555）�

銃剣道�
10／6～8�
市立総合体育館�

弓道�
10／5～8�
本荘弓道場�
特設遠的競技場�

サッカー�
（女子）�
9／30～10／4�
西目サッカー場�

カヌーフラット�
ウォーターレーシング�
9／30～10／3�
子吉川特設カヌー競技場�

バイアスロン�
2／10～12�
特設バイアスロン競技場�

みちかわ�

うごかめだ�

うごいわや�

うごほんじょう�

こよし�

やくしどう�

あゆかわ�
くろさわ�

まがりさわ�
まえごう�

くぼた�

にしたきざわ�

よしざわ�

かわべ�

やしま�

にしめ�

いわきみなと�

秋田わか杉国体�秋田わか杉国体�秋田わか杉国体�
平成19年�

第62回国民体育大会「秋田わか杉国体｣�
第７回全国障害者スポーツ大会「秋田わか杉大会｣�
国民体育大会競技別リハーサル大会�
　平成19年に第62回国民体育大会「秋田わか杉
国体」と第７回全国障害者スポーツ大会「秋田
わか杉大会」が開催され、本市でもサッカーや
ソフトボールなど11競技が開催されます。�
　これにさきがけ、平成18年には競技別リハー
サル大会が開催され、本市では６月９日～11日
に開催される弓道競技から熱戦が始まります。
リハーサル大会とはいえ、国体さながらに全国
規模の大会が、本市の各地で開催されます。�
　選手たちのひたむきな姿と熱き戦いを観戦し
て、スポーツが持つ興奮と感動を分かち合いま
しょう!!（リハーサル大会の日程は、前号に掲載しています。)

クレー射撃�
10／6～8�
県立総合射撃場�

ライフル射撃�
9／30～10／3�
県立総合射撃場�
岩城総合体育館�

ソフトボール�
10／5～8�
鶴舞球場（成年男子）�
市ソフトボール場（仮称）�
　　　　　　　　（少年男子）�
由利運動公園「ソフトボール場」�
　「サッカー場」（少年女子）�
矢島多目的運動場・�
矢島中グラウンド（成年女子）�

△
�
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地
元
企
業
に
就
職
し
た
新
社
会
人
の
ス

タ
ー
ト
を
祝
う
「
新
入
社
員
合
同
歓
迎

会
」
が
四
月
十
三
日
、
本
市
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
商
工
会
主
催
に
よ
る
こ
の
歓
迎
会
に

は
、
市
内
九
企
業
か
ら
十
六
人
が
出
席
。

村
岡
淑
郎
会
長
が
「
地
域
の
雇
用
環
境
は

厳
し
い
が
、
夢
と
希
望
を
胸
に
、
社
会
人

と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
た
皆
さ
ん

を
頼
も
し
く
感
じ
ま
す
。
自
ら
選
択
し
た

企
業
で
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
大
成
し
て

ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め
、
柳
田
市
長
も

「
就
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
天
か

ら
与
え
ら
れ
た
今
の
仕
事
を
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
、
会
社
や
地
域
の
た
め
に
気
を
配

れ
る
、
立
派
な
社
員
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
入
社
員
を
代
表
し
、
秋
田

ニ
ュ
ー
バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム
の
佐
々
木
洋
平

さ
ん
が
「
し
っ
か
り
と
目
標
を
持
っ
て
向

上
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
参
加
者
た
ち
は
電
話
の
応
対

や
接
客
マ
ナ
ー
な
ど
の
研
修
を
受
け
、
社

会
人
と
し
て
の
作
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　子どもたちにふるさとの自然再発見と地域の自然環
境における体験学習で理解を深めてもらおうと４月１１
日、岩城地域の君ケ野川 孵 化場河川敷で、道川・亀田

ふ

両小学校の３・４年生の児童９１人が参加してサケの稚
魚２万尾の放流式が行われました。
　放流式では、児童たちがサケの稚魚をバケツですく
い、「数年後に立派な鮭になって帰って来て」という
願いを込めて、ゆっくりと川へ流していました。

▲社会人としての第一歩を

▲誓いの言葉を述べる佐々木洋平さん

　本荘鶴舞ライオンズクラブ（大滝善美会長）より、
ぱいんすぱ新山に４月１３日、ＡＥＤ（半自動除細動器）が
寄贈されました。
　このＡＥＤとは、心臓まひなどで心臓が止まった患
者に電気ショックを与えて、蘇生を図る装置で医療資
格を持たない一般の人でも取り扱うことができます。
　　「施設利用客の緊急時に役立ててほしい」と、同ク
ラブの大滝会長から、鷹照助役に手渡されました。

▼

鷹
照
助
役
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
贈
呈
す
る
大
滝
会
長

▼

心
を
込
め
て
放
流
す
る
子
ど
も
た
ち
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近
年
に
な
い
大
雪
で
、
開
花
時

期
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
た
今
年
の

本
荘
さ
く
ら
ま
つ
り
。
四
月
十
六

日
の
道
の
駅
に
し
め
近
く
の
ハ
ー

ブ
通
り
で
の
桜
・
菜
の
花
ま
つ
り

の
オ
ー
プ
ン
に
続
い
て
、
十
八
日

に
は
本
荘
公
園
大
手
門
前
で
本
荘

公
園
の
山
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
開
き
で
は
村
岡
淑
郎
市
観
光

協
会
会
長
が
「
豊
富
な
観
光
資
源

を
生
か
す
こ
と
が
市
の
発
展
に
つ

な
が
る
。
さ
く
ら
ま
つ
り
は
観
光

産
業
を
盛
り
上
げ
る
ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー
」
と
あ
い
さ
つ
。
関
係
者
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
新
山

小
学
校
の
児
童
た
ち
が
吹
奏
楽
を

演
奏
し
オ
ー
プ
ン
に
花
を
添
え
ま

し
た
。

　

広
大
な
面
積
を
有
す
る
市
は
こ

れ
か
ら
春
が
満
開
。
鳥
海
山
麓
に

向
か
っ
て
菜
の
花
や
桜
、
ツ
ツ
ジ

な
ど
の
花
前
線
が
駆
け
上
が
っ
て

い
き
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
が
本
格
的

に
到
来
し
ま
す
。

▲新山小児童による吹奏楽演奏

▲大手門前で行われたテープカット

　

市
観
光
協
会
の

通
常
総
会
が
四
月

十
七
日
、
市
内
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
村
岡

淑
郎
会
長
が
「
平

成
十
九
年
開
催
の

秋
田
わ
か
杉
国
体

は
、
由
利
本
荘
地

域
は
も
と
よ
り
県

を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
絶
好
の
機

会
で
あ
り
、
観
光
分
野
で
も
大
き

な
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
観

光
を
伸
ば
せ
ば
、
市
が
伸
び
る
と

い
う
こ
と
で
取
り
組
み
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
鷹
照
助
役
は
「
人
が

輝
く
所
に
ま
ち
の
輝

き
が
あ
り
、
人
が
幸

せ
を
感
じ
る
と
こ
ろ

に
ま
ち
の
豊
か
さ
が

あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

ま
す
ま
す
の
発
展
を

祈
念
し
ま
す
」
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
昨
年

か
ら
実
施
し
て
い
る

「
市
内
観
光
施
設
巡

り
ツ
ア
ー
」
に
加
え
、

「
鳥
海
山
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
」
な
ど
を
含

め
た
事
業
計
画
や
予

算
を
承
認
。

　

総
会
に
続
き
、
県
観
光
連
盟
の

前
専
務
理
事
・
佐
藤
忠
次
さ
ん
に

よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
「
秋
田
県
と
由
利
本
荘
地
域
の

観
光
振
興
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

佐
藤
さ
ん
は
「
地
元
の
人
た
ち
が

一
緒
に
や
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
は
、

ほ
っ
と
す
る
し
、
印
象
に
残
る
。

来
た
人
も
楽
し
め
る
。
都
会
の
人

は
紅
葉
に
ひ
か
れ
る
。
鳥
海
山
は

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
山
と
し
て
も
知

ら
れ
、
ま
だ
ま
だ
観
光
客
が
来
て

く
れ
る
余
地
は
あ
る
。
由
利
本
荘

地
域
は
鳥
海
山
を
機
軸
に
Ｐ
Ｒ
し

て
は
ど
う
か
。
多
く
の
宣
伝
材
料

を
利
活
用
し
、
観
光
の
振
興
を

図
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
観
光

地
・
鳥
海
山
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り

や
誘
客
ル
ー
ト
形
成
の
必
要
性
な

ど
を
強
調
し
ま
し
た
。

▲

講
演
す
る
佐
藤
忠
次
氏

▲

講
演
に
熱
心
に
聞
き
入
る
参
加
者
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秋
田
県
立
大
学
は
、
創
設
八
年
目
に
し

て
法
人
化
さ
れ
、
公
立
大
学
法
人
秋
田
県

立
大
学
と
し
て
再
出
発
す
る
事
と
な
り

ま
し
た
。
開
学
以
来
、
大
学
の
理
念
と
し

て
「
二
十
一
世
紀
を
担
う
次
世
代
の
人
材

育
成
」
と
「
地
域
の
持
続
的
発
展
へ
の
貢

献
」
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
公
立
大
学
法

人
秋
田
県
立
大
学
と
な
り
ま
し
て
も
同

じ
理
念
の
基
に
大
学
と
し
て
の
活
動
を

継
続
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
理
念
を
実
践
す
る
た
め
に
教
職

員
一
丸
と
な
り
、
よ
り
多
く
の
教
育
成

果
・
研
究
成
果
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
、
努

力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
教
育
成
果
と
し

て
は
、
商
用
雑
誌
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
よ
う
に
、
世
間
で
は
就
職
難
が
続
い

て
い
る
な
か
で
、
秋
田
県
立
大
学
の
卒
業

生
・
大
学
院
修
了
生
は
、
就
職
率
ほ
ぼ
百

㌫
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。
研
究
成
果
の

多
く
も
、
基
礎
段
階
か
ら
実
用
化
に
向
け

て
増
大
し
始
め
て
お
り
ま
す
。

　

研
究
成
果
に
基
づ
い
て
発
信
す
る
高

度
な
技
術
情
報
な
ど
に
よ
り
、
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
事
も
、
大
き
な
柱
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
端
と
し
て
、

由
利
本
荘
市
の
全
庁
統
合
型
時
空
間
地

理
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
サ
イ
ド
サ
ポ
ー
ト
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
迅
速
化
、
省
力
化
、
省
資
源
化
と
共
に

住
民
の
高
度
な
安
全
確
保
な
ど
を
早
期

に
実
現
さ
せ
よ
う
と
努
力
致
し
て
お
り

ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
全
国
的
に

注
目
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

つ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
新
体
制
で
の
抱
負
」

　
　

秋
田
県
立
大
学

　
　
　

シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部

学
部
長　
小　
川　
淳　
二

場所：岩城内道川字新鶴潟１９２－４３
電話：７３－３７８９
日帰り入浴料（大広間使用料を含む）：
　　　　■１人３時間まで…大人（中学生含む）４００円・
　　　　　　子ども（小学生）２００円・幼児無料
　　　　■１人１日…大人（中学生含む）６００円・子ども
　　　　　　　（小学生）３００円・幼児無料
入浴可能時間：午前９時～午後１０時（午後９時まで受付）
※休館日：１月１日、第２水曜日（ただし７月～８月は
無休）
　

岩
城
温
泉
「
港
の
湯
」
は
、
岩
城
地
域

の
国
道
七
号
沿
い
の
道
の
駅
「
岩
城
」
島

式
漁
港
公
園
内
に
あ
り
ま
す
。

　

大
浴
場
、
サ
ウ
ナ
、
露
天
風
呂
を
完
備

し
て
お
り
、
浴
場
か
ら
は
雄
大
な
日
本
海

を
眼
前
に
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特

に
水
平
線
へ
沈
む
夕
日
の
美
し
さ
は
格
別
。

百
人
を
収
容
で
き
る
大
広
間
で
、
の
ん
び

り
と
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

　

お
な
か
が
す
い
た
ら
、
隣
接
す
る
交
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
「
ケ
ベ
ッ
ク
」
へ
ど
う
ぞ
。

産
直
・
物
産
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
総
合
施
設

で
、
新
鮮
な
海
の
幸
、
山
の
幸
を
堪
能
で

き
ま
す
。
活
魚
セ
ン
タ
ー
の
と
れ
た
て
魚

介
類
も
必
見
！
コ
テ
ー
ジ
を
併
設
し
た

「
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
」
も
あ
り
ま
す
。

　

行
楽
の
春
、
港
の
湯
で
日
本
海
を
満
喫

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

至　にかほ市

至　秋田市

岩城温泉
「港の湯」
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福　　祉

児童手当の対象児童が小学６年生まで拡大
－　あわせて所得制限限度額も引き上げに　－

　児童手当法の改正に伴い支給対象年齢が、これまで
の小学３年生（９歳到達後最初の年度末）までから小
学６年生（１２歳到達後最初の年度末）までに拡大され、
あわせて所得制限限度額も引き上げられました。
　今回の児童手当法の改正により、新たに児童手当を
受けようとされる児童の保護者は、市役所または各総
合支所の受付窓口で、認定請求等の手続きが必要とな
ります。改正に伴う手続きは次のとおりです。
　ただし、所得制限限度額を上回る所得があるときは、
支給されません。
◆対象児童別の手続き
①平成１８年度に小学４年生の児童（平成８年４月２日
　生まれ～平成９年４月１日生まれ）がいる保護者で、
　平成１８年３月３１日までその児童に係る児童手当を受
　給していた方は、新たな手続きをする必要はありま
　せん。
②平成１８年度に小学５・６年生の児童（平成６年４月
　２日生まれ～平成８年４月１日生まれ）がいる保護
　者で、現在児童手当を受給していない方は、「認定請
　求書」の提出が必要です。手続きに必要なものは、印
　鑑、振込みを希望する請求者となる保護者の名義に
　なっている通帳のほか、請求者となる保護者の健康
　保険証や所得証明書などがあります。

③②に該当する児童に弟または妹がいて、現在児童手
　当を受給している方は、「額改定請求書」の提出が必
　要です。手続きには印鑑が必要となります。
④所得制限限度額が引き上げられたことにより、今ま
　で限度額を上回る所得があるために児童手当を受給
　していない方でも、今回新たに受給できる可能性が
　あります。②と同様に「認定請求書」の提出が必要
　で、必要なものは②と同じです。
◆請求手続きは５月２５日（木）まで
　児童手当は、請求がないと支給されません。５月２５
日（土・日、祝日を除く）までに請求手続きを済ませ
てください。
　なお、この制度改正に伴う認定請求などは、平成１８
年９月３０日までに受け付けたものに限り、特例的に４
月１日（または支給要件に該当した日）にさかのぼっ
て支給されます。
◆お問い合わせ
　請求手続きや制度の内容など不明な点などがありま
したら、請求受付窓口の市子育て支援課（�２４－６３１９）
または各総合支所福祉保健課（岩城総合支所は市民課）
へお問い合わせください。
※公務員の方は、勤務先の福利厚生担当部署へお問い
合わせください。

　市では、６月からのファミリー・サポート・センター
事業の開始に伴い、現在会員を募集しています。
　この事業は、「育児や子育ての援助を受けたい人（利
用会員）」を「子どもの世話ができる人（協力会員）」
が援助するもので、それぞれが会員登録して、ファミ
リー・サポート・センター（鶴舞会館）在駐のアドバ
イザーが利用会員の希望にあった協力会員を紹介する
仕組みです。
　援助活動の内容は、急用や保護者の通院、残業など
の際の子どもの預かり、保育施設等への子どもの送迎
などで、原則、協力会員の自宅で子どもを預かります
が、ファミリー・サポート・センターのある鶴舞会館

の託児室を利用することもできます。
　また、援助活動終了後、利用会員は協力会員に子ど
も１人１時間につき、４００円の利用料を直接払います。
　利用会員は、市内在住で生後３カ月以上、小学生ま
での子どもの保護者、協力会員は原則、市内在住者で
心身ともに健康な２０歳以上の人が対象です。
　子育てを応援したい人、援助を受けたい人はぜひ、
ご登録ください。
◆登録先・お問い合わせ
　ファミリー・サポート・センター（鶴舞会館内）（�
２４－２９１１）、市子育て支援課（�２４－６３１９）
※社会福祉協議会各支所でも受け付けます。

４月１日から児童手当制度が拡充されました。

◆子育てを応援したい人、援助を受けたい人、ぜひご登録ください！

由利本荘市ファミリー・　　　　　
　サポート・センター会員募集中
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◆地域包括支援センター（地域包括ケアシステム）のイメージ

◆お気軽にご相談ください

地域包括支援センター�
運 営 協 議 会 �

長
期
継
続
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト�

新
予
防
給
付
・
介
護
予
防�

虐 待 防 止 �

多面的(制度横断的)支援の展開�

介護予防マネジメント�

包括的・継続的マネジメントの支援�
介護サービス� ボランティア�

介護相談員� 地域権利擁護� 民 生 委 員 �

医療サービス� ヘルスサービス� 成年後見制度�

ケアチーム�

連携�

主治医�ケアマネジャー�

居宅サービス事業所�

介護保険施設�

地 域 医 師 会 � 居宅介護支援事業所�

福 祉 団 体 等 �

利用者・被保険者�

・アセスメントの実施�
　　↓�
・プランの策定�
　　↓�
・事業者によるプログ
　ラムの実施�

行政機関、保健所、医療機関、児童�
相談所など必要なサービスにつなぐ�
行政機関、保健所、医療機関、児童�
相談所など必要なサービスにつなぐ�

各種相談・支援、必要なサービスにつなぐ�

マネジメント�支　援�

保健師�

主治医�

・日常的個別指導や相談�
・支援困難事例ヘの指導や助言�
・地域でのケアマネジャーのネットワークの構築�

多職種協働・連携の実現�
社会福祉士�

スーパーバイザー的ケアマネジャー�
（主任マネジャー）�

・中立性の確保�
・人員の派遣�
・センターの運営支援�

被 保 険 者�

　地域包括支援センターは、地域住民の保健医療の向
上および福祉の増進を包括的に支援することを目的に、
介護予防推進の中核的機関として、４月１日に設置さ
れました。

　今後は、地域福祉の総合的な相談窓口として、介護
や保健・福祉・医療などの関係者、ボランティアや民
生児童委員など、地域におけるさまざまな関係者との
協働のネットワークを構築し、地域全体で支え合うた
めの地域ケア体制を推進します。

�２４－６３２４由利本荘市福祉保健部長寿支援課由利本荘市地域包括支援センター
�６９－３９３８東光苑（東由利蔵字蔵８３）サ ブ セ ン タ ー
�５７－２５６１鳥寿苑（鳥海町伏見字久保７７）
�２４－３７１１本荘在宅介護支援センター（水林２８４　萬生苑内）協力機関（相談窓口）
�２２－７８５７在宅介護支援センターしょうわ（石脇字田尻３３）
�５６－２９１１矢島在宅介護支援センター（矢島町城内字八森下４８６－１）
�７３－３３００岩城在宅介護支援センター（岩城内道川字馬道４３－１）
�７４－２０１０あまさぎ園在宅介護支援センター（岩城冨田字根本９－３）
�５３－２１００在宅介護支援センター白百合苑（前郷字家岸７９－１７）
�６５－２８０８大内在宅介護支援センター（岩谷町字日渡１２４－１）
�６７－２１９６大内在宅介護支援センターさつき苑（中田代字上ノ山１６３）
�３２－１０１２西目在宅介護支援センター（西目町沼田字新道下２－６）

地域包括支援センター　がスタートしました
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このコーナーでは、保健関連のお知らせをまとめてお伝えします。

■矢島地域　　申し込み・問い合わせ…矢島総合支所福祉保健課（�５５－４９６０）
〈胸部総合検診〉
　５月１６日�～１９日�健診調査票に申し込まれた方には、通知書を送付します。
　詳細についてはそちらをご覧ください。
　申し込みを忘れた方は矢島総合支所福祉保健課へお問い合わせください。

■岩城地域　　申し込み・問い合わせ…岩城保健センター（�７３－３６１２）
〈胃がん検診〉
　検診申込みの際、胃がん健診を希望された方には問診票を送付します。
　必要事項を記入のうえ、検診日当日に自己負担金とともに持参ください。
　１週間前までに送付されなかった場合は、岩城保健センターへご連絡ください。

※対象地区でなくても都合の良い日の会場で受診できます。
○受診時の注意事項 
１．前日の夕食は、午後８時まで済ませ、それ以降検診終了まで飲食をしないでください。
２．時計、ポケットの小銭等は撮影時の障害になるのでご注意ください。
３．撮影時の服装は、シャツ１枚とゴムの入ったズボンが便利です。
４．受付時間は厳守願います。

〈乳がん ･子宮がん検診〉
　受付時間・会場等を確認のうえ、忘れずに受診しましょう。

※バスタオルを持参ください。
※都合の良い日の会場で受診できます。
【自己負担金】
○子宮がん検診…２０歳～６９歳１，６００円　７０歳以上８００円
○乳がん検診（視触診）…３０歳～６９歳６００円　７０歳以上３００円
○マンモグラフィ（視触診受診者のみ対象）…４０～６９歳８００円、７０歳以上４００円

〈骨粗しょう症検診〉
　エックス線撮影（手首）による検診となります。検査時間は１人３分程度です。検診期日は、
５月２６日�のみの実施となります。超音波による骨密度測定は、保健センターにて検診日以外に
も実施できますのでご利用の方はあらかじめご確認ください（無料）。

※上記の年齢以外の方で受診を希望される方は、全額自己負担となります。金額を知りたい方は
岩城保健センターまでお問い合わせください。

■由利地域　　申し込み・問い合わせ…由利総合支所福祉保健課（�５３－４１２６）
〈乳がん・子宮がん検診〉

〈胃がん検診〉

問い合わせ：市健康管理課（本荘保健センター
内�２２－１８３４）または各総合支所福祉保健課へ

受付時間会　　場対象地区検査月日
午前５時３０分～７時岩城保健センター道川地区５月９日�
午前５時３０分～７時高城センター亀田地区５月１０日�

受付時間会　　場検査種別検査月日
午前７時３０分～２時３０分高城センター子宮・乳・マンモ５月２４日�
午前７時３０分～２時３０分岩城保健センター子宮・乳・マンモ、骨粗しょう症検診５月２６日�

自己負担金受付時間会　　場期　　日
３０歳以上　７００円午後１時３０分～２時３０分岩城保健センター５月２６日�

受付時間会　　場期　　日
午後１時～２時由利福祉保健センター５月１７日�

受付時間会　　場期　　日
午前５時３０分～６時３０分ふれあい館「鮎川」５月２３日�
午前５時３０分～６時３０分西滝沢コミュニティーセンター５月２４日�
午前５時３０分～７時由利福祉保健センター５月２５日�

ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
（
５
月
）

※
予
防
接
種
の
間
隔
や
、
ワ
ク
チ
ン
の
数
量
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

住
ま
い
の
地
域
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
十
八�

十
九�

対
象
地
域

由

利

本

荘

対　

象　

者

平
成
十
六
年
七
月
〜

平
成
十
八
年
一
月
生

平
成
十
七
年
八
月
〜
十
月
生

受
付
時
間

午
後
一
時
〜

一
時
三
十
分

午
後
一
時
〜二
時

会　
　

場

由
利
福
祉

セ
ン
タ
ー

本
荘
保
健

セ
ン
タ
ー

検　診　料　金対　象　者検　査　名
（レントゲン）無料
（喀痰検査）該当者：５００円　希望者：２，１００円４０歳以上胸部総合検診

７０歳以上：２００円　６９歳以下：５００円３０歳以上大腸がん検診
７０歳以上：無料　６９歳以下：２，５００円３０歳以上基本健康診査（循環器検診）
７０歳以上：３００円　６９歳以下：７００円５０歳以上男性前立腺がん検診
７０歳以上：６００円　６９歳以下：１，３００円３０歳以上胃がん検診
７００円３０～７０歳の女性骨粗しょう症検診

７０歳以上：無料　６９歳以下：８００円４０・４５・５０・５５・６０・
６５・７０歳・その他肝炎ウイルス検診

７０歳以上：３００円　６９歳以下：６００円３０歳以上女性乳がん検診
（視触診）

７０歳以上：４００円　６９歳以下：８００円視触診を受けた方
で４０歳以上の女性

乳がん検診
（マンモグラフィ）

７０歳以上：８００円　６９歳以下：１，６００円２０歳以上女性子宮がん検診
卵巣腫瘍検診

※献血および休日応急診

療所のお知らせは２４、２５

ページの暮らしのカレン

ダーに掲載しています。

年齢基準日（平成１９年３月３１日）



広報ゆりほんじょう１５

〈胸部総合検診〉
※金具のついた下着
や衣類は着用しない
でください。
※検診の結果、以上
のない場合は通知し
ません。ただし、喀
痰検査を受診した方
には、検診結果を通
知します。

〈大腸がん検診〉
※生活保護世帯者は、
自己負担額が無料と
なります。受付で緊
急時医療依頼証を提
示してください。
※検診受付時に採便
容器を渡します。
　また、なるべく釣
り銭のないようにお
願いします。

■本荘地域　申し込み・問い合わせ…市健康管理課（�２２－１８３４）
〈胸部総合・大腸がん検診〉

大腸がん検診容器回収日検　診　時　間検　診　場　所検診月日

５月１２日�午前９時３０分～１１時３０分大 の 道 公 民 館５月８日� 午後１時００分～３時００分赤 沼 会 館

　　１５日�午前９時３０分～１１時３０分東 御 門 町 公 民 館　　９日� 午後１時００分～３時００分大 鍬 町 公 民 館

　　１６日�午前９時３０分～１１時３０分千 刈 児 童 館　　１０日� 午後１時００分～３時００分愛 宕 町 公 民 館

　　１７日�
午前９時３０分～１０時１５分大 泉 寺 山 公 民 館

　　１１日� 午前１０時３０分～１１時３０分永 泉 寺 門 前 公 民 館
午後１時００分～３時００分栄 町 二 丁 目 公 民 館

　　１８日�午前９時３０分～１１時３０分後 町 公 民 館　　１２日� 午後１時００分～３時００分赤 � 町 公 民 館冗�

　　１９日�午前９時３０分～１１時３０分若 葉 町 公 民 館　　１５日� 午後１時００分～３時００分浜 松 町 公 民 館

　　２２日�
午前９時３０分～１０時００分松 涛 会 館

　　１６日� 午前１０時３０分～１１時３０分新 山 町 公 民 館
午後１時００分～３時００分田 尻 町 公 民 館

　　２３日�午前９時３０分～１１時３０分竜 巻 中 央 町 公 民 館　　１７日� 午後１時００分～３時００分石 脇 公 徳 館

　　２４日�午前９時３０分～１１時３０分上 の 山 公 民 館　　１８日� 午後１時００分～３時３０分本 荘 保 健 セ ン タ ー

　　２６日�

午前９時３０分～１０時００分二 タ 又 公 民 館

　　１９日� 午前１０時２０分～１１時１５分赤 田 公 民 館
午後１時００分～２時００分赤 田 児 童 館
午後２時３０分～３時３０分内 黒 瀬 公 民 館
午前９時３０分～１１時３０分北 内 越 公 民 館

　　２２日�

　　３０日�

午後１時００分～１時４０分玉 ノ 池 公 民 館
午後２時００分～３時００分宮 内 公 民 館
午前９時３０分～１０時２０分船 岡 公 民 館

　　２３日� 午前１０時５０分～１１時３０分藤 崎 公 民 館
午後１時００分～２時００分薬 師 堂 公 民 館
午後２時３０分～３時３０分埋 田 公 民 館

午前９時３０分～１１時３０分子吉地区コミュニティ防災センター
　　２４日� （ 葛 法 公 民 館 ）

　　３１日�

午後１時００分～３時００分小 友 公 民 館
午前９時３０分～１１時３０分新 田 公 民 館

　　２５日� 午後１時００分～１時２０分北 ノ 股 公 民 館
午後１時５０分～２時１０分南 ノ 股 公 民 館
午後２時４０分～３時１５分三 町 内 公 民 館

６月２日�

午前９時３０分～１０時１０分石沢コミュニティ防災センター

　　２６日� 午前１０時４０分～１１時３０分大 簗 公 民 館
午後１時００分～２時００分鳥 田 目 公 民 館
午後２時３０分～３時００分上 野 公 民 館
午前９時３０分～１１時３０分ウッディーホールこだま

　　２９日� 午後１時００分～２時００分雪 車 町 公 民 館
午後２時３０分～３時１５分鮎 瀬 会 館

　　６日�

午前９時３０分～１１時３０分松 ヶ 崎 体 育 館
　　３０日� 午後１時００分～２時００分松 ヶ 崎 共 済 会 館

午後２時３０分～３時３０分松ヶ崎基幹集落センター
午前９時３０分～１０時２０分折 林 公 民 館

　　３１日� 午前１０時４０分～１１時３０分芦 川 公 民 館
午後１時００分～１時３０分親 川 公 民 館
午後２時００分～３時００分深 沢 公 民 館

　　９日�

午前９時３０分～１０時００分山 田 ふ れ あ い 館

６月１日� 午前１０時３０分～１１時３０分畑 谷 公 民 館
午後１時００分～１時３０分長 者 屋 敷 公 民 館
午後２時００分～３時００分横 山 公 民 館
午前９時３０分～１０時００分土 谷 公 民 館

　　２日� 午前１０時３０分～１１時００分谷 地 公 民 館
午後１時００分～３時００分南 内 越 公 民 館
午前９時３０分～１０時１０分柴 野 公 民 館

　　５日� 午前１０時４０分～１１時３０分大 浦 公 民 館
午後１時００分～２時００分砂 子 公 民 館

　　１２日�午前９時３０分～１１時３０分本 荘 保 健 セ ン タ ー　　６日� 午後１時００分～３時３０分
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・胃バリウム検診は
今年度から検診会場
はすべて保健セン
ターになります。
※検診に申し込みさ
れた方に各種検診受
診券を配布しますの
で、検診当日は必ず
持参し、受付時に提
示してください。
（問診票等の個人通
知はありません。）
※指定した日に都合
の悪い方はどの会場
でも受けられます。

■西目地域　申し込み・問い合わせ…西目保健センター（�３３－３９８３）
〈基本健康診査・前立腺がん検診・肝炎ウイルス検診〉

会　　場受　付　時　間対　象　町　内検診月日
潟保公民館午前９時～９時４５分井岡、中沢５月２２日�

〃午前９時４５分～１０時３０分田高、潟保〃
出戸交流センター午後１時３０分～２時出戸１～１３区〃

〃午後２時～２時３０分出戸１４～２５区〃
西目保健センター午前９時～１０時３０分若松町１～５区、豊栄　　２３日�

〃午後１時～２時若松町６～７区、沼田〃
〃午前９時～１０時３０分若松町８～１２区　　２４日�
〃午後１時～２時潟端１～１４区〃
〃午前９時～１０時３０分潟端１５～３０区　　２５日�

上高屋公民館午後１時３０分～２時３０分上高屋、中高屋〃
海士剥公民館午前９時～１０時海士剥１～８区　　２６日�

〃午前１０時～１０時３０分海士剥９～１６区〃
西目保健センター午前９時～１０時３０分全町内７月１９日�

〈胃バリウム検診〉

●母子手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。
●３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行っ
　て来てください。
●本荘地域の７か月児健診は、個別健診となります。
●事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。
●当日、受診できない場合、及び不明な点は各総合支所にご相談ください。

会　　場受　付　時　間対　象　町　内検診月日
保健センター午前５時３０分～６時３０分出戸、若松町、豊栄５月１６日�

〃〃沼田、田高、潟保、海士剥、中高屋、上高屋　　１７日�
〃〃井岡・中沢・潟端　　１８日�

各種検診のお知らせ

会　　場受付時間対　象　者事　業　名対象地区曜日日
矢島保健センター午後１時～１時１０分平成１５年１１・１２月、平成１６年１・２月生２歳児歯科健診矢　島

火９
大内保健センター午後０時３０分～１時１０分

平成１７年１２月８日～平成１８年１月９日生
平成１７年９月８日～平成１７年１０月９日生
平成１７年６月８日～平成１７年７月９日生

４・７・１０か月児
健診大　内

由利福祉保健センター午後０時４５分～１時平成１６年９・１０・１１月生１歳６か月児健診由　利水１０
矢島保健センター午後１時～１時１０分平成１４年１０・１１・１２月生３歳児健診矢　島

金１２
西目保健センター午後０時３０分～０時５０分平成１７年６・９・１２月生４・７・１０か月児健診西　目
東由利総合開発セ
ンター「有鄰館」午後１時～１時３０分平成１７年６・７・８・９・１０・１２月、平成１８

年１月生　平成１４年８・９・１０・１１・１２月生
４・７・１０か月・
３歳児健診東由利火１６

本荘保健センター午後１時～１時３０分平成１６年１０月生１歳６か月児健診本　荘水１７
本荘保健センター午後１時～１時３０分平成１４年１１月生３歳児健診本　荘

木１８
岩城保健センター午後１時～１時３０分平成１６年７月１３日～平成１６年１１月１８日生１歳６か月児健診岩　城
西目保健センター午前９時～９時２０分平成１５年７・８・９月生２歳児歯科健診西　目金１９
由利福祉保健センター午後０時４５分～１時平成１７年７・１０月、平成１８年１月生４・７・１０か月児健診由　利

火２３
鳥海保健センター正午～午後０時３０分平成１６年９・１０・１１月生１歳６か月児健診鳥　海
本荘保健センター午後１時～１時３０分平成１８年１月生４か月児健診本　荘水２４
本荘保健センター午後１時～１時３０分平成１７年７月生１０か月児健診本　荘

木２５
岩城保健センター午後１時～１時３０分

平成１７年１２月２８日～平成１８年１月２５日生
平成１７年９月２８日～平成１７年１０月２５日生
平成１７年６月２８日～平成１７年７月２５日生

４・７・１０か月児
健診岩　城

鳥海保健センター正午～午後０時３０分平成１７年７・１０月、平成１８年１月生４・７・１０か月児健診鳥　海金２６
矢島保健センター午後１時～１時１０分平成１７年７・１０月、平成１８年１月生４・７・１０か月児健診矢　島火３０
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税
Ｑ．地価が下落しているのに、固定資産税額が上がる場合があるのはなぜ？
Ａ．平成６年度、宅地の評価水準を、全国一律に地価公示価格の７割とする評価替えが行われ、評価額が大幅
　に上昇しました。上昇した分をそのまま税額に反映すると、税の負担が急激に増えることになるため、　「負
　担調整」という仕組みが導入され、負担水準に応じて段階的に税額が上がるような調整がされています。
　　そのため、地価が下落し、評価替えで評価額が下がった土地でも、負担水準の段階的な上昇に伴い、固定
　資産税額が上がる場合があります。
＜負担水準別課税標準額＞

●負担水準計算式
　　
負担水準（％）＝

　　　　　　前年度課税標準額　　　　　　
×１００

　　　　　　　　　　　新評価額×住宅用地特例率（１　/　６　か　１　/　３）

▽問い合わせ先…市税務課資産税班（�２４－６３０５）

　市税は、お手元に送付される納付書により、市役所、
総合支所、市指定金融機関、市収納代理金融機関（金
融機関名は納税通知書に記載）の窓口で、納期限まで
に納めてください。

※滞納した場合は延滞金が加算されます。

▽問い合わせ先…市収納課収納班（�２４－６２５６）また
　　は各総合支所振興課税務班

　心身に障害があり、歩行が困難な方などが利用する
軽自動車については、その障害の程度により軽自動車
税の減免制度が設けられています。減免を受けるため
には、下記により期限までに申請をお願いします。

※本人以外の方が運転する場合、生計同一証明、常時
介護証明が必要になる場合があります。

▽問い合わせ先…市税務課住民税班（�２４－６３０３）ま
　　たは各総合支所振興課税務班

国
民
健
康
保
険
税

市

県

民

税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

税　
　
目

納　
期　
限

第１期全　期５月３１日（水）

第１期６月３０日（金）

第１期第２期７月３１日（月）

第２期第２期８月３１日（木）

第３期１０月２日（月）

第４期第３期１０月３１日（火）

第５期１１月３０日（木）

第６期第３期１２月２８日（木）

第７期第４期
平成１９年
１月３１日（水）

第８期第４期２月２８日（水）

・身体障害者手帳、療育手帳、戦傷病
　者手帳、精神障害者保健福祉手帳の
　交付を受けている方
※障害の程度によって、また本人以外
の人が所有する車は、減免にならない
場合もあります。

減 免 申 請
で き る 方

・減免申請書（市税務課または各総合
　支所振興課税務班にあります）
・身体障害者手帳等
・運転免許証
・軽自動車税納税通知書（５月中旬発
　送予定）
・印鑑

必要なもの

・市税務課住民税班
・各総合支所振興課税務班

申 請 先

５月２４日�提 出 期 限

市税の期限内納付にご協力ください市税の期限内納付にご協力ください

固定資産税Ｑ＆Ａ固定資産税Ｑ＆Ａ ～課税明細書と納付書をまもなく発送します～　～課税明細書と納付書をまもなく発送します～

軽自動車税の減免には申請が必要です軽自動車税の減免には申請が必要です

　平成１７年度分の市税の納め忘れはありませんか？
　もう一度ご確認のうえ、まだ納めていない方は、今
月中に完納されるようご協力ください。

５月は５月は「市税完納特別強調月間」「市税完納特別強調月間」ですです
　市収納課（増設棟１階）では、５月の毎週木曜日
（祝日を除く）午後５時１５分から８時まで、市税の納
付・相談のための夜間窓口を開設しています。
　相談日は、正面玄関から出入りできますので、どう
ぞご利用ください。

市税の納付・相談には市税の納付・相談には「夜間窓口」「夜間窓口」をご利用くださいをご利用ください

課　税　標　準　額負　担　水　準
前年課税標準額を据え置き、または引き下げ８０％以上

住 宅 用 地
前年課税標準額＋新評価額×住宅用地特例率×５％８０％未満
新評価額×７０％７０％超

非住宅用地 前年課税標準額据え置き６０％以上７０％以下
前年課税標準額＋新評価額×５％６０％未満
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▽点検
①配管などに腐食や亀裂がないか確
　認しましょう
②定期的にホームタンクの残量を確
　認しましょう

▽小分けするときの注意
①小分け中は絶対にその場を離れな
　いようにしましょう
②小分けした後は、バルブを完全に
　閉鎖しましょう

▽万が一、流出してしまったら
　速やかに市役所または各総合支所、
消防署などに連絡してください

　最近、「民事訴訟最終通知」「法務
省認定通達書」と題し「差し押さえ
を強制執行する」などと書かれたは
がきが送られてきたという相談が、
数多く寄せられています。
　はがきの差出人には「法務省認可
法人」「民事訴訟管理局」等、法務省
や法務局と関連があるような名称を
不正に使用した団体名が記載されて
いますが、これらの団体と法務省・
法務局とは一切関係がありません。
　はがきの返送や電話連絡を行わな
いよう、くれぐれもご注意ください。
　不審なはがきが届けられた場合は、
法務局本荘支局（�２２－１２００）へご
相談ください。

　渡部勇一さん（小菅野）より、こ
いのぼり（大１０セット、小５００個）を
寄贈していただきました。こいのぼ
りは、市内の保育園に贈られます。

ご　芳　志

不審なはがきにご注意！

空き店舗対策事業補助制度新設
　中心市街地の活性化と空き店舗の活用を図るため、中心市街地の空き
店舗を利用して新規創業される方に対し、店舗賃料の一部を助成します。

▽対象となる空き店舗…中心市街地区域（本荘駅前商店街、大門街商店
　　街等）にあり、賃借人を募集して６カ月以上空いている店舗であっ
　　て、活用により所在する商店街等の活性化に寄与すると考えられるもの

▽補助額…家賃月額の２分の１または４万円のいずれか少ない方の額に
　　賃借期間（創業した月から１２カ月を限度）を乗じた額

▽問い合せ先…市商工振興課（�２４－６３７２）

通院費を助成します
　じん臓機能障害による人工透析治療のため通院している方に、その通
院費の一部を助成します。

▽対象…市内に居住し、人工透析治療のため週２回以上通院する方
※居住地から医療機関までの距離が５㎞未満の方、一定以上の所得のあ
る方は対象外

▽助成額

▽支給月…７月、１０月、１月、４月の年４回

▽問い合わせ先…市福祉支援課（�２４－６３１４）、各総合支所福祉保健課
　　　（岩城総合支所は市民課）

～ボランティア・市民活動～パワーアップ事業

▽Ⅰ型…事業費の５分の４以内の助成（限度額１００万円）△

Ⅱ型…１年目：事業費の５分の４以内の助成（限度額５０万円）
　　　　２年目：事業費の５分の４以内の助成（限度額１００万円）

▽受付期限…５月１５日�

▽問い合わせ先…県地域活動支援室（�０１８－８６０－１５１９）

由利地域振興局の地域活動支援事業
①ボランティア・市民活動支援助成金【ボランティア資金】

▽調査 ･研究事業…県外先進地の活動を調査、研究する場合（限度額２０
　　万円）

▽器材整備事業…活動に必要な器材を購入する場合（限度額２０万円）
②元気なふるさと秋田づくり活動支援事業【元気あきた資金】

▽イベント等開催支援…地域に根ざした新たなイベントを立ち上げたり、
　　既存のイベントをパワーアップする場合（事業費の２分の１以内。
　　限度額１００万円）

▽講演会・学習会等開催支援…地域のあり方を考えるための学習会など
　　を開催する場合（限度額２０万円）

▽①②の資金の受付期間（年２回）…
　　１回目：４月１７日�～５月１５日�　２回目：９月１日�～１０月２日�

▽問い合わせ先…由利地域振興局（�２２－５４３２）

助成額（月額）医療機関までの距離
２，０００円５㎞以上１０㎞未満
３，０００円１０㎞以上２０㎞未満
４，０００円２０㎞以上３０㎞未満
５，０００円３０㎞以上

こいのぼりの寄贈
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届　け　出　は　お　済　み　で　す　か　？
　住所や職場の異動などに伴い、国保の手続きが必要な場合があります。

※上記に該当する場合は、必ず１４日以内に、市役所または各総合支所の
　窓口へ届け出をしてください。

▽とき…１部：５月１４日�
　　　　２部：５月２１日�
　　　　　（初参加のチームは２部）
　いずれも午前９時開会

▽ところ…本荘体育館

▽対象…市内に在住・通勤する人

▽参加費…１チーム１，０００円

▽申し込み…５月８日�まで、本荘
　　勤労青少年ホーム窓口に備え付
　　けの申込書へ必要事項記入の上、
　　参加費を添えて同ホームへ

▽問い合わせ先…本荘勤労青少年
　　ホーム（�２４－２０７７）

▽とき…５月１８日�午前１０時～

▽ところ…職業訓練センター

▽対象…市内在住で５８歳以上の人

▽年会費…３，０００円

▽問い合わせ先…�由利本荘市シ
　　ルバー人材センター事務局（�
　　２４－５１１１）
※登録の際は、銀行または郵便局等
の通帳の番号が必要です。

▽とき…５月６日�
　　午前１０時～１１時３０分

▽ところ…本荘公園本丸「修身館」

▽発表者…第４９回日本学生科学賞県
　　審査会最優秀賞・県知事賞受賞
　　者　佐藤華純さん（本荘東中学

　　校３年）
※発表終了後、公園内のたんぽぽの
観察を行います。

▽参加料…無料

▽問い合わせ先…修身館（�２８－４７２２）

◎乙種第４類

▽とき…５月２９日�、３０日�

▽ところ…職業訓練センター

▽とき…６月１０日�、１１日�

▽ところ…秋田市文化会館

▽とき…６月１５日�、１６日�

▽ところ…秋田市文化会館
◎丙種

▽とき…６月２５日�

▽ところ…秋田市文化会館

▽受付期間…５月８日�～１９日�

▽試験日…７月１６日�

▽申込書配布・問い合わせ先…市消
　　防本部予防課（�２２－４２８２）、
　　本荘消防署（�２２－００１１）、矢
　　島消防署（�５５－２１１１）、およ
　　び各分署

▽とき・内容…
◎６月１日�～２日�＝ワード３
　　（イラスト入り文書作成）
◎６月６日�～７日�＝ホームペー
　　ジ作成入門（ワード経験者）
◎６月１５日�～１６日�＝エクセル１
　　（表計算基礎）
◎６月２８日�～２９日�＝エクセル２
　　（表計算とグラフ）
いずれも午前９時３０分～午後４時

▽ところ…職業訓練センター

▽定員…１４名

▽受講料…各コース３，０００円

▽申し込み・問い合わせ先…職業訓
　　練協会（�２３－５５０２）

　クマに出合わないためには、人と
クマとの出合いをなるべくさける工
夫をすることが大切です。

▽防除策
・音で知らせる
・食べ残しや食べ物の容器等を野外
　に捨てない
・単独で山に入らない
・ 夕暮れや明け方に注意する

　雪解けから新緑の季節までは、非
常に山火事が発生しやすい季節です。
次の点を守り、山火事防止にご協力
ください。
①風の強いときや乾燥しているとき
　は、たき火や火入れをしないこと
②枯れ草などのある危険な場所では、
　たき火などをしないこと
③たき火の場所を離れるときは、完
　全に消火すること
④たばこの吸い殻は、必ず消すこと
⑤車からたばこの吸い殻を捨てない
　こと
⑥火入れは、関係各機関から必ず許
　可を受け、消防署へ届け出ること

▽市消防本部 ､本荘消防署 ､矢島消
　　防署

　今年に入り、ホームタンクからの
灯油漏出事故が多く発生しています。
灯油は、火災の危険はもちろん、河
川などに流入すると、水質汚染や魚
類、農作物への被害を引き起こす可
能性があります。次のことに注意し、
漏出事故を防ぎましょう。

募　　集

本荘勤労青少年ホーム
館長杯バレーボール大会　出場チーム募集

ご注意ください…
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危険物取扱者試験準備講習会

山や森林はクマの生活場所です

（社）由利本荘市シルバー人材センター
会員登録説明会

講習会等

本荘公園
「たんぽぽの研究発表と観察会」

職業訓練センターパソコン講習

山火事防止にご協力を！

油漏れ事故多発中

▽国保へ加入するのは…
　・転入したとき（職場の健康保
　　険などに加入してない場合）
　・職場の健康保険などをやめたとき
　・生活保護を受けなくなったとき
　・子どもが生まれたとき

▽国保をやめるのは…
　・転出するとき
　・職場の健康保険などへ加入し
　　たとき
　・生活保護を受け始めたとき
　・死亡したとき

…
…
…
…
…
…
…



広報ゆりほんじょう ２０

　森林をはじめとする身近な緑は、私たちにかけがえの
ない恵みを与えてくれます。
　緑の募金は、地域の各種緑化活動や身近な古木の保存
など、快適で住みよい緑豊かな環境づくりに活用されて
います。
■募金期間…５月３１日�まで

▽問い合わせ先…市林政課（�２４－６３５７）または各総
　　合支所産業課

緑の募金へご協力を

　子育てで心配なことはありません
か？子どもがむずかって不安になる
夕方や寝静まった夜間の時間帯に、
看護師や保育士が育児や健康などの
相談に応じます。

▽電話…０１８－８８４－１７６１

▽受付時間…午後５時～１１時

○女性に対する暴力や、セクシュア
　ル・ハラスメントなど女性をめぐ
　る人権問題は…　「女性の人権ホッ
　トライン」（�０５７０－０７０－８１０）
○いじめや体罰など、子どもの人権
　問題について、子どもが相談する
　ときは…　「子どもの人権１１０番」
　　（�０５７０－０７０－１１０）

　銃砲刀剣類を発見した時や、登録
証を紛失した場合には、警察署への
届け出と、登録審査会での手続きが
必要です。

▽とき…５月１０日�、７月１０日�、
　　９月８日�、１１月１０日�、平成
　　１９年１月１０日�、３月９日�　
※いずれも午前９時～正午

▽ところ…県庁第二庁舎５２会議室

▽問い合わせ先…県教育庁文化財保
　　護室（�０１８－８６０－５１９４）

相　　談 …
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乳幼児夜間ほっとダイヤル
　労働保険（労災・雇用保険）の保険
料は、事業主が年度当初に「概算保険
料」を納付し、次の年度に「確定保険
料」を精算することになっています。
　平成１８年度の労働保険料の申告・
納付期限は５月２２日�です。まだ手
続きをされていない事業主の方は、
早めにお済ませください。

▽問い合わせ先…秋田労働局労働保
　　険徴収室（�０１８－８８３－４２６７）

　秋田河川国道事務所では、大沢川
排水機場（ポンパル）の機能確認の

ため、下記の日程で管理運転を行い
ます。これにより大沢川の水位が通
常より高くなりますのでご注意くだ
さい。
※洪水等の災害が予想される場合は、
管理運転を中止します。
■大沢川の水位を、ポンプ運転が可
　能な水位（１ｍ程度）まで上昇さ
　せる

▽とき…５月１０日�～１２日�
■ポンパルの管理運転

▽とき…５月１２日�

▽問い合わせ先…国土交通省秋田河
　　川国道事務所（�０１８－８６４－
　　２２９３）または同子吉川出張所（�
　　２２－６３６０）
※１２日�の管理運転は見学もできま
す。（午後１時３０分～２時３０分ころ）

「お忘れなく　労働保険の年度更新」
手続きは５月２２日までに！

そ　の　他

銃砲刀剣類登録審査会

　県内の観光地と秋田空港を結ぶ予約制のジャンボタクシー「エア

ポートライナー」が本市内でも運行され、前日の正午までに予約すれ

ば利用することができます。秋田空港ターミナルビルや観光関係団体、

タクシー会社などで組織された「あきた二次アクセスを進める会」が

県内のタクシー会社に委託して運行しているもので、本市では「秋田

空港　由利本荘　象潟エアポートライナー」が秋田空港への足を確保。

午前２回、午後２回の４往復運行しており、本市内からはＪＲ羽後本

荘駅や市役所、西目高校前バス停など７カ所で乗り降りができ、利用

料金は片道大人３，５００円（６歳以上１２歳未満は半額）となっています。

　同ライナーの予約やお問い合わせは、運行を委託されている

�象潟合同タクシー（�４３－２０３０）へ。

※詳細はホームページ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｉｓａｋａｔａ－ｇｏｕｄｏ．ｃｏｍ /）で

ご確認ください。

～秋田空港への足を確保する～～秋田空港への足を確保する～

秋田空港 由利本荘 象潟エアポートラ秋田空港　由利本荘　象潟エアポートライイナーナー

▽午前の部…毎週火曜日　午前１０時３０分～１１時２０分

▽午後の部…毎週木曜日　午後７時３０分～８時２０分

▽参加費…１，５００円（初回集金）
※プール使用料は毎回必要です。

▽定員…各部とも２０名程度　全１２回コース

▽問い合わせ先…市スポーツ振興課（�２４－６２８７）ま
　　たは遊泳館（�２４－０１３４）

遊泳館「アクアビクス教室」開催中！

…
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人権に関する相談電話
全国共通ナビダイヤル　開設中

大沢川排水機場
管理運転のお知らせ
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■天鷺春まつり
　史跡保存伝承の里「天鷺村」では、
期間中さまざまなイベントをご用意
し、皆様をお待ちしております。ぜ
ひお越しください。△

とき…５月３日�～５日�△

ところ…天鷺村△

内容…的当大会・むかし屋台など△

ところ…天鷺遊園△

内容…絵文字探し大会・天鷺ワイ
　　ンその他特産品販売
■手形の彫刻いたします△

とき…５月５日�　９時受付△

内容…天鷺遊園入り口の石のロマ
　　ンアルバムに手形を彫刻します。△

料金…①小学６年生まで１，０００円
　　②中学生以上１，５００円
※①②合わせて２０人で締め切らせて
いただきます。△

問い合わせ先…㈱秋田石材（�２２
　　－２４５９）

■「端午の節供飾り展」開催中
　岩城歴史民俗資料館では、「端午の
節供飾り展」を６月１８日�まで開催
しています。武者人形や鐘 馗    （魔よ

しょうき

けの神）、桃太郎、絵のぼりなど、
約百点余りが一堂に展示され、来場
者の目を楽しませています。同資料
館ではこのほか、亀田藩や藩主岩城
家の歴史・文化の一端に触れること
ができる常設展もあります。ぜひ、
一度お越しください。△

ところ…史跡保存伝承の里　天鷺
　　村内△

開館時間…午前９時～午後５時

岩城歴史民俗資料館　�７２－２０４８

天鷺村　�７４－２５２５

岩 城 地 域岩 城 地 域

広報ゆりほんじょう２１

▽試験日…５月１９日�

▽申請受付…５月８日�～１２日�ま
　　で、ガス水道局管理課へ
※受験資格および詳細については、
ガス水道局ガス課供給班（�２２－
０４０２）まで

■警察官Ａ・女性警察官Ａ

▽対象…昭和５２年４月２日から平成
　　元年４月１日までに生まれ、大
　　学卒業または来年３月卒業見込
　　みの人

▽受付期間…５月２２日�～６月７日�

▽１次試験…７月８日�、９日�
■警察官Ｂ・女性警察官Ｂ

▽対象…昭和５２年４月２日から平成
　　元年４月１日までに生まれた人
　　のうち、警察官Ａ・女性警察官
　　Ａの受験資格を有しない人

▽受付期間…７月１８日�～８月４日�

▽１次試験…９月１６日�、１７日�

▽問い合わせ先…由利本荘警察署警
　　務課（�２３－４１１１）

▽とき…６月１８日�　午前９時～

▽ところ…由利本荘市商工会
　　　　　　　　　本荘支所会館
　　　　　　　　　矢島支所会館
　　　　　　　　　岩谷珠算教室

▽申し込み・問い合わせ先…５月１９
　　日�まで、由利本荘市商工会（�
　　２３－８６８６）または商工会各支所

試　　験

警察官採用試験

第１４１回
　　全国商工会珠算検定試験

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

由利本荘市ガス責任技術者・
技能工資格試験

　４月１８日に本荘清掃センター不燃
ごみ処理施設に小型ガスボンベが持
ち込まれました。このボンベは、昨
年も不燃ごみ処理施設に持ち込まれ、
施設を大破し甚大な被害をもたらし

ました。作業員の生命にもかかわる
重大な事故につながりますので、絶
対に排出しないように厳守ください。
　なお、不用になったガスボンベは、
最寄りのＬＰガス販売店でお引き取
りいただいてください。

▽問い合わせ先…市清掃事業所
　　　（�２２－４８８４）

爆発の危険があります！

ごみ収集には
ガスボンベを出さないでください
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■消防とチビッコたちとの「ふれあい広場」△

とき…５月５日�　午前９時３０分～正午（雨天中止）△

ところ…本荘消防署庁舎前△

内容…はしご車への搭乗、消防車への試乗、救急車な
　　どの緊急車両の展示、防火服の着装体験および小型
　　ポンプによる放水体験
※風船のプレゼントがあります。

■八塩パークゴルフ場　一部オープン
　八塩パークゴルフ場が５月３日�に一部オープンしま
す。コース整備・芝生管理のため全４コースのうち「も
みじコース」と「あじさいコース」２コース１８ホールの
みのご利用となりますのでご了承ください。△

申し込み・問い合わせ先…八塩センターハウス
　　　　　　　　　　　　　　（�６９－２３３２）

東 由 利 地 域東 由 利 地 域

■シーズン到来！「さつきまつり」においでください
　５０種類、６００鉢のさつき・花物の展示即売のほか、６月
にはさつき展示会、さつき整形講習会が催されます。△

とき…５月２０日�～６月１８日�
　　　　午前８時３０分～午後５時△

ところ…さつき栽培センター△

問い合わせ先…さつき栽培センター（�６７－２３１５）

大 内 地 域大 内 地 域

■公共施設休館日（５月上旬）△

青少年ホーム…日曜・祝日の夜間△

寿康苑…７日�、１５日�

矢 島 地 域矢 島 地 域

寿康苑　�５６－２９４０ 福祉会館　�５６－２２０５

■５月の西目保健センター開放日
　お母さんと赤ちゃんが、ゆっくりとした広いスペース
で思いっきり親子のふれあいが持てるよう、集団指導室
を開放しています（楽しい遊具も準備しています）。△

とき…１日�、８日�、１０日�、１５日�、１７日�、２９
　　日�、３１日�　午前１０時～午後３時
■親子のスキンシップ教室△
とき…５月１８日�　午前１０時から受付△
ところ…西目保健センター△

対象…２ヵ月児からの親子
■「ひよっこサークル」メンバー募集
　０～３歳の乳幼児を家庭で保育している方の親子サー
クルです。今年度は５月９日�からスタートします。△

とき…毎週火曜日・木曜日　午前１０時～正午△

ところ…西目中央児童館△

問い合わせ先…西目中央児童館（�３３－２３６９）

■西目保育園なかよし集会
　お子さんを保育園で遊ばせたい方は、親子で遊びに来
てください。今回は「子どもの日のつどい」です。△

とき…５月２４日�　午前９時４０分～１１時△

ところ…西目保育園△

対象…０歳から３歳の未就園の子ども

■「地球温暖化防止緑づくり推進事業」植樹祭△

とき…５月１２日�午前９時３０分～△

ところ…西目町出戸字浜山地内　西目小学校裏△

樹種…黒松２年生（特大）△

数量…３，５００本　　

△

面積…０．７ｈａ

■「シーガル」のギャラリーをご利用ください
　個展・作品展に適した設備の展示会場です。△

広さ…１２３㎡　

△

設備…ガラスケース、展示パネル等
■シーガル図書室だより　新着図書紹介
〔一般図書〕
 ▼ドリームバスター３（宮部みゆき） ▼いなかのせん
きょ（藤谷治） ▼地獄のババぬき（上甲宣之） ▼やがて
の蛍（澤田ふじ子） ▼エイラ・地上の旅人全１３巻 ▼私の
もったいない（マガジンハウス編） ▼シムソンズ（森谷
雄） ▼凶犯（張平） ▼十夜（小川洋子他） ▼十話（高樹
のぶ子他） ▼ウルトラ・ダラー（手嶋龍一） ▼東京飄然
（町田康） ▼４０　翼ふたたび（石田衣良） ▼弥勒の月
（あさのあつこ） ▼ベルカ、吠えないのか？（古川日出
男） ▼山崎拓巳の道は開ける
〔児童図書〕

▼ルーンの子供たち１（ジョン・ミンヒ） ▼アルテミス・
ファウル「永遠の暗号」（オーエン・コルファー） ▼びっ
くり館の殺人（綾辻行人）
〔寄贈図書〕

▼由利工業株式会社創立５０周年記念誌『光跡』

西 目 地 域西 目 地 域

本荘消防署　�２２－００１１

産業課　�６９－２１１６

西目保健センター　�３３－３９８３

西目保育園　�３３－２０２２

産業課　�６５－２２１６

生涯学習課　�５６－２２０３

産業課　�３３－４６１４

生涯学習課　�３３－２３１５（西目公民館「シーガル」内）
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■５月の健康相談△

内容…血圧測定、生活習慣病予防、その他△

時間…午前９時３０分～１１時３０分

 
■湯ったりほのぼの教室△

とき…５月２４日�△

ところ…鶴舞温泉　中広間、大広間△

内容…健康相談（午前９時～１１時３０分）、ＡＤＬ高齢者
　　体操（午前１０時～１１時）

■第２０回働く婦人の家　会館祭△

とき…５月１３日�～１４日�
　　午前１０時～午後３時３０分△

ところ…鶴舞会館
■つつじまつりイベント
　　フリーマーケット参加者募集△

とき…５月２１日�　午前１０時～午後２時△

ところ…本荘公園正面広場△

申し込み・問い合わせ先…本荘総合支所産業課
※「第２４回つつじまつり」は５月１４日�～２８日�まで本
荘公園で開催します。５月２１日�に開催する各種イベン
トの詳細は、５月１５日号の広報ゆりほんじょうに掲載予
定です。

■フィットネスジム登録講習会△

とき…５月７日�　午後２時、２４日�　午後６時△

ところ…アクアパル△

定員…２５人（先着順）△

年会費…一般＝３，１５０円、学生＝１，５７５円
※事前に電話等でアクアパルへお申し込みください。
■フリーマーケット「水辺のまち市場」△

とき…５月１４日�　午前９時～午後３時（雨天時中止）△

ところ…アクアパル南側正面広場
　　　　　　（屋外４０区画・１区画＝約１坪）△

内容…不用になった日用雑貨・衣類・書籍等△

出店料…無料　　

△

申込期限…５月１１日�

■カヌー教室△

とき…５月１４日�　午後１時～４時△

ところ…子吉川（アクアパル集合）△

対象…小学３年生以上（小学生は保護者同伴）△

定員…２０人（先着順）　　　
△

参加料…５００円（保険料）△

持ち物…タオル、着替え　
△

申込期限…５月１２日�

■「サタデーキッズクラブ」参加者募集
　小・中学生の皆さん、土曜日に新しいことに挑戦して
みませんか？
①チャレンジコース（小学４年生～６年生）　　定員２０名
②押し花コース（小学４年生～中学生）　　定員１０名
③表千家お茶コース（小学１年生～中学生）　　定員２５名
※各コースとも定員になり次第締め切ります（１人１
コースまで）。詳しい内容・日程・申込については、本荘
公民館にお問い合わせください。
■今年も「キピー本荘公民館教室」が始まります △

とき…５月１日～平成１９年２月２６日までの毎週月曜日、
　　午後３時～５時△

ところ…本荘勤労青少年ホーム△

対象…小学４年～６年生まで（兄や姉が参加している
　　場合は小学３年生も可）△

内容…ほかの学校や学年の違う友達とスポーツを楽し
　　んだり、読み聞かせを聞いたりなど、放課後の子ど
　　もたちの居場所づくりをしています。

■企画展「本荘のお雛さま」　５月８日（月）まで開催中
※次回企画展「由利本荘市の文化財Ⅱ」は６月８日�か
ら開催します。
■休館のお知らせ
　展示替えおよびワックス清掃のため、以下の日程で休
館します。△

とき…５月９日�～６月６日�の間の土・日曜日と７
　　日�
※上記期間中企画展はお休みしますが、常設展は休館日
以外無料で見学できます。

健康管理課　�２２－１８３４　（本荘保健センター内）

場　　所日
南内越公民館１１日�
北内越公民館１２日�
石沢生活改善センター

２２日� 松ヶ崎基幹集落センター
小友公民館
子吉公民館３１日�

アクアパル　�２２－５６１１

産業課　�２４－６３４９

本荘公民館　�２２－２０７７

本荘郷土資料館　�２４－３５７０

アクアパル開館１０周年記念事業

 中  島  啓  江 コンサート
なか じま けい こ

△

とき…５月２１日�午後３時開演

△

ところ…アクアパル「多目的ホール」

△

主催…アクアパル文化振興協会

本 荘 地 域本 荘 地 域
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載
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合
上
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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■－生涯無料－健康太極拳　会員募集

▽ところ…鶴舞会館

▽とき…５月９日�から毎週火曜日　午前９時３０分～１１時３０分

　　　　５月１３日�から毎週土曜日　午前９時３０分～１１時３０分

▽ところ…ポンパル

▽とき…５月８日�から毎週月曜日　午後１時３０分～３時３０分

　　　　５月１１日�から毎週木曜日　午後７時～９時

▽会費…無料　　 ▽申し込み・お問い合わせ…伊藤さん（�２３－７５８３）

■育児サークル「新婦人親子リズム会」であそぼう！

▽とき…５月１１日�　午前１０時３０分～正午

▽ところ…本荘由利広域交流センター

▽内容…リズム体操、工作、絵本の読み聞かせ、おやつ

▽対象…０歳から就学前までの乳用児と親・祖父母

▽お問い合わせ…近藤さん（�２４－２７６７）

■「ひなた」メンバー募集
　ひきこもりなど、生きづらさをかかえる若者の会「ひなた」では、メンバー

を募集しています。

▽とき…５月１１日�、２０日�　午後１時３０分～４時３０分

▽ところ…勤労青少年ホーム　　 ▽お問い合わせ…三浦さん（�２３－２１９２）

■本荘子育て支援センター「あいあい」離乳食講座

▽とき…５月１２日�　午前１０時～１１時

▽ところ…本荘子育て支援センター「あいあい」

▽内容…発達成長に応じた離乳食メニューを展示し、試食をしていただきなが

　　ら、保育園栄養士が味付けや調理方法、月齢ごとの対応など、細かくアド

　　バイスします。

▽お問い合わせ…本荘子育て支援センター「あいあい」（�２８－５５３５）

■ゆり養護学校運動会　ボランティア募集

▽とき…５月２７日�　午前８時４０分～午後０時３０分

▽ところ…ゆり養護学校グラウンド（雨天時：体育館）

▽内容…用具の準備・運搬、競技への参加、片付け

▽申し込み・お問い合わせ…５月１２日�まで、小林さん（�２７－２６３１）

■ペン習字と実用書道を楽しむ会

▽とき…５月１３日�　午前１０時３０分～正午　 ▽ところ…西目公民館「シーガル」

▽内容…のし紙・のし袋書きや、簡単な手紙文を楽しんでみませんか？

▽お問い合わせ…佐々木さん（�７３－３２６７）

■盆栽・山野草展示会

▽とき…５月１３日�～１４日�　午前９時～午後５時

▽ところ…文化会館地下会議室　※山野草苗のプレゼントあります（１００本程度）

▽お問い合わせ…佐藤さん（�２２－４４４８）

■清栄流「卒寿の花＆小川社中いけ花展」

▽とき…５月１４日�～１６日�　午前９時～午後５時　※最終日は午後４時まで

▽ところ…本荘公園内　本丸の館　　 ▽入場料…無料

▽お問い合わせ…小川さん（�２２－３８３０）

■社交ダンス無料講習会

▽とき…５月１４日�　午後１時～３時

▽ところ…本荘勤労青少年ホーム体育館

▽内容…スローリズムダンス（ブルース）、ジルバ

▽お問い合わせ…鎌田さん（�２３－３１３０）

６月１日号へ掲載希望の原稿は５月１５日（月）が締め切りです。

　◎本荘図書館　�２２－４９００

○図書館の本をリサイクル「みくらぶんこ」

　本荘図書館での役目を終えた本・雑誌を無
料でお配りします。ご自由にお持ちください。

▽とき…５月６日�～１４日�

▽ところ…本荘図書館正面入り口ホール
○おはなし会

▽とき…５月１３日�　午後２時～

▽ところ…本荘図書館　児童閲覧室

▽内容…読み聞かせ（絵本・大型絵本）、紙
　　しばい、つくってあそぼう（折り紙）
○５月の展示

《一般》
・悩み解決～５月病なんて吹き飛ばせ！
・独り｢自分 ｣を見つめる (自己啓発・思想、
　他 )
《児童》
・マザーズタッチ
・絵本の作り方の本、創作絵本
○手づくり絵本展

△

とき…５月６日�～３０日�

△

ところ…児童閲覧室
※５月４日�は、午後５時までの開館です。
　◎岩城図書館　�７３－３６７３　

○お話し会「星のひとみ」

▽とき…５月１９日�　午後３時３０分～

▽ところ…岩城図書館
○５月の展示     
・作家　江國香織　特集
・ガーデニング特集
・山脇百合子　えほんのせかい
　◎由利図書館　�５３－２１２１

○３２冊の「親子読書感想文集」から

　～あなたに感動をお届けします～

▽期間…５月１２日�まで

▽ところ…由利図書館ホール
○読み聞かせの会「グループひだまり」

▽とき…５月２０日�　午後３時～

▽ところ…由利図書館幼児室
○５月の休館日

本荘図書館＝３日�、５日�、２１日�、３１日�
岩城図書館＝１日�、３日�、４日�、８日�、
　　　　　　１５日�、２２日�、２９日�
由利図書館＝３日� ､ ４日�
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おくやみ申し上げます

林修次氏（旧本荘市功労者・古雪町）は、４
月３日永眠されました。氏は、３８年間の長き
にわたり郡市内小中学校に在職し、児童生徒
の教育に尽力され、この間、小友小学校長、
鶴舞小学校長を務められるなど、学校教育の
充実発展に貢献されました。
　また、旧本荘市児童生徒就学適正指導委員
会会長などを務められ、教育行政の充実に尽
力されました。平成３年３月勲五等瑞宝章。
同年１１月旧本荘市教育学芸功労者顕彰。享年
８９歳。

〈４月１日～１５日受付分〉

三　浦　テ　ツさん（８５歳）畑谷
岡　本　　　清さん（７７歳）石脇
荘　司　スヱノさん（９０歳）古雪町
畠　山　芳　造さん（８０歳）中梵天
藤　本　秀　雄さん（７９歳）荒町
柴　田　スヱノさん（８５歳）裏尾崎町
伊　藤　義　雄さん（５８歳）石脇
佐々木　金　吾さん（６７歳）石脇
岡　本　金一郎さん（９４歳）赤田
豊　嶋　ヨシ子さん（５９歳）石脇
田　中　ア　サさん（８１歳）二十六木
鎌　田　ツネヲさん（９３歳）鮎瀬
宮　嶋　弘　子さん（７０歳）石脇
猪　股　シキヨさん（９２歳）上野
小　野　米三郎さん（９０歳）東梵天
田　口　弘　逸さん（７７歳）岩城泉田
戸賀�　良　一さん（７１歳）岩城上蛇田
巴　　　藤　�さん（９４歳）町村
熊　谷　善　作さん（９５歳）南福田
佐々木　庄　市さん（７９歳）平岫
�　地　清　藏さん（８３歳）岩野目沢
齊　藤　チヨヱさん（８５歳）大倉沢
佐々木　フクヨさん（９７歳）小栗山
佐　藤　リ　ヱさん（８１歳）東由利蔵
畠　山　久　一さん（８０歳）東由利老方
佐　藤　�治郎さん（７５歳）西目町沼田
�　橋　トラヱさん（９２歳）西目町沼田
佐　藤　ミツヱさん（９６歳）鳥海町栗沢
佐　藤　嘉　市さん（８８歳）鳥海町上川内
佐　藤　豊　�さん（８６歳）鳥海町小川

※掲載を希望する方は、市民生活課または各
総合市所市民課、出張所へお申し出ください。

■ダンスパーティーに参加しませんか

▽とき…５月２８日�午後１時３０分～４時３０分　　 ▽ところ…アクアパル

▽参加費…１，０００円　　 ▽お問い合わせ…鎌田さん（�２３－３１３０）

■「コアラちゃん教室」開催
　未就園児が幼稚園児と交流する会です（旧さくらんぼ教室）。子育ての相談

も行っております。

▽とき…５月１９日�、６月１４日�、７月１１日�　午前１０時～１１時３０分

▽ところ…本荘カトリック幼稚園

▽対象…就園前の乳幼児と保護者

▽持ち物…内ズック、ぼうし、着替え

※駐車場は幼稚園向かいの運動場または隣りの用地

▽お問い合わせ…本荘カトリック幼稚園（�２２－２０６８）

■凧絵の描き方と凧作り　出張指導いたします

▽対象…市内の小・中学校、町内会、老人クラブ

▽用意するもの…水彩絵の具、フェルトペン、マジックインキ

▽教材費…５００円　　※上記以外の教材は会で準備します

▽申し込み・お問い合わせ…本荘凧の会会長佐々木さん（�２２－２０２９）

■ママさんバスケットＲＡＢＢＩＴＳ（ラビッツ）会員募集
　一緒に体を動かしたい方、お待ちしています。

▽練習日…毎週土曜日　午後７時～９時

▽ところ…本荘勤労青少年ホーム体育館（毎月第２、４土曜日）

※第１、３�は、決まりしだいその都度場所をお知らせします。

▽お問い合わせ…藤井さん（�２４－２３６８）

■「声の広報」のための音訳講座　参加者募集

▽とき…５月２０日�、２７日�、６月３日�　※いずれも午前１０時～正午

▽ところ…鶴舞会館　第４学習室

▽対象…声の広報（視力に障害のある方に、声で広報を届ける）に関心のある

　　方

▽内容…広報ゆりほんじょうを声で伝えます。各地域版も読みたいと考えて

　　いますので、本荘地域以外の人もぜひ一緒に広報を伝えましょう。

▽申し込み・お問い合わせ…５月１３日�まで、那須さん（�２３－２１７０）

■春のダンスパーティー開催

▽とき…５月１４日�　午後１時３０分～４時

▽ところ…アクアパル　　 ▽会費…１，５００円（茶菓代含む）

▽お問い合わせ…佐々木ダンススタジオ（�０９０－６６８９－４３５６）

〈４月８日～１５日受付分〉
　　　　�　橋　 心 　 花 ちゃん（公　平さん）中梵天

み か

　　　　仙　道　　　 楽 ちゃん（　守　さん）石脇
らく

　　　　讃　岐　 星 　 南 ちゃん（　裕　さん）水林
せ な

　　　　横　山　 美 　 奈 ちゃん（貴　之さん）裏尾崎町
み な

　　　　田　口　 史 　 歩 ちゃん（達　也さん）石脇
し ほ

　　　　佐　藤　 菜 　 乃 ちゃん（征市郎さん）石脇
な の

　　　　佐　藤　 花 　 音 ちゃん（　伸　さん）小菅野
か のん

　　　　佐々木　 脩 　 成 ちゃん（俊　英さん）�岡
しゅう せい

　　　　奥　山　さくらちゃん（正　樹さん）加賀沢
　　　　伊　藤　 羽 　 琉 ちゃん（　巧　さん）長坂

は る

　　　　佐　藤　　　 匠 ちゃん（由　宏さん）東由利黒渕
しょう

（　）は保護者
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広報

街角で見つけた風景

早朝クリーンアップ 


